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総務委員会会議録 

 
令和５年１０月１６日 月曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ３時０９分閉議（実時間２２６分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第８６号・令和４年度八代市一般会計

歳入歳出決算（関係分） 

１．議案第９２号・令和４年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計歳入歳出決算 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  谷 川   登 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  髙 山 正 夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  百 田  隆  君 

委  員  山 本 敬 晃 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       江 﨑 眞 通 君 

 会計管理者兼会計課長 丸 山 尊 司 君 

 財務部長       谷 脇 信 博 君 

  財務部次長     岩 瀬 隆 敏 君 

  納税課長      加 来 康 弘 君 

 市民環境部長     嶋 田 和 博 君 

  市民環境部次長   吉 井 光 博 君 
 
  人権政策課長 
            坂 井 健 治 君 
  （人権啓発センター所長兼務） 
 
 
  市民活動政策課長 
            長 舩 征 洋 君 
  （消費生活センター所長兼務） 
 

  市民課長      山 内 真奈美 君 

 市長公室長      沖 田 良 三 君 

  国際課長      秋 田 大 助 君 

 総務企画部長     濱 田 浩 介 君 

  総務企画部危機管理監   豊 田 正 樹 君 

  理事兼企画政策課長   田 島 功一郎 君 

  理事兼危機管理課長   増 田 智 郁 君 
 
  危機管理課主幹 
            小 林 和 也 君 
  兼危機管理係長 
 

  デジタル推進課長   田 中 博 之 君 

 経済文化交流部 

  観光・クルーズ振興課長   髙 田 剛 志 君 

部局外 

 議会事務局長     宮 川 武 晴 君 

  議会事務局次長   土 田 英 雄 君 
 
  議会事務局主幹 
            島 田 義 信 君 
  兼議事調査係長 
 
 
  議会事務局主幹 
            田 島 麗 子 君 
  兼総務係長 
 

                              

○記録担当書記     松 﨑 広 平 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） 定刻となり、定足数

に達しましたので、ただいまから総務委員会を

開会いたします。 

 本日は、本委員会に付託されました決算議案

につきまして、閉会中審査を行うことといたし

ております。 

 審査に入ります前に、まず、決算審査の進め

方について御説明いたします。 

 まず、審査方法についてですが、１０月２日

の本委員会でも報告いたしましたが、まず、一

般会計決算の歳入及び各特別会計決算の歳入の

審査については、「令和４年度八代市一般会計

歳入歳出決算書」または「令和４年度八代市特

別会計歳入歳出決算書」に基づいて、次に、一

般会計決算の歳出及び各特別会計決算の歳出の

審査については、「令和４年度における主要な
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施策の成果に関する調書」に基づいて説明を聴

取し、「監査委員からの審査意見書」も含めた

ところで質疑を行うことといたしております。 

 また、審査の流れといたしましては、それぞ

れの決算ごとに質疑、討論、採決を行う予定と

しております。 

 そのほかの審査方法については、タブレット

に格納しております資料に基づいて進めさせて

いただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 次に、審査日程についてですが、事前に配付

いたしております日程表のとおり、審査の進行

によっては、予定している審査項目を１０月１

７日火曜日の予備日に繰り越すことも考えられ

ます。 

 以上、本委員会の審査がスムーズに進みます

よう、委員の皆様方の御協力をお願いいたしま

す。 

                              

◎議案第８６号・令和４年度八代市一般会計歳

入歳出決算（関係分） 

○委員長（中村和美君） それでは、本委員会

に付託されております決算議案２件の審査に入

ります。 

 まず、議案第８６号・令和４年度八代市一般

会計歳入歳出決算中、当委員会関係分を議題と

し、歳入等について、執行部から一括して説明

を求めます。 

○財務部長（谷脇信博君） 皆さん、おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）財務部の谷脇でございます。よろしく

お願いします。 

 本日提案されております、議案第８６号・令

和４年度八代市一般会計歳入歳出決算の関係分

につきまして、岩瀬財務部次長より説明させま

すので、よろしくお願いいたします。 

○財務部次長（岩瀬隆敏君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）財務部、岩瀬でございます。よろしくお願

いいたします。 

 失礼しまして、着座にて説明させていただき

ます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○財務部次長（岩瀬隆敏君） それでは、議案

第８６号・令和４年度八代市一般会計歳入歳出

決算について説明いたします。 

 まず、歳入を説明する前に、一般会計全体の

収支状況について、恐れ入りますが、一般会計

歳入歳出決算書の 後のページ、２０４ページ

をお願いいたします。 

 一般会計の実質収支に関する調書でございま

すが、表の上段、１、歳入総額は６９５億９８

８２万９０００円で、前年度に比べ１４３億７

８２９万９０００円、１７.１％の減でござい

ます。 

 次の２、歳出総額は６７７億３９１万８００

０円で、前年度に比べ１４５億９４７８万１０

００円、１７.７％の減となっておりますの

は、新庁舎建設事業の本体工事が完了したこと

が主な要因でございます。 

 次の３、歳入歳出差引額、いわゆる形式収支

は１８億９４９１万１０００円で、この形式収

支から、次の４、翌年度へ繰り越すべき財源の

計３億６２４２万５０００円を差し引くと、そ

の下の５、実質収支額は１５億３２４８万６０

００円の黒字となっておりまして、これが翌年

度への実質的な繰越金となります。 

 それでは、歳入を説明いたします。戻りまし

て、１８、１９ページをお願いいたします。 

 歳入の金額につきましては、右側のページの

中ほどにある収入済額を、１０００円未満切り

捨てで説明させていただきます。なお、国や県

の支出金、あるいは市債など、事業に係る特定

財源につきましては歳出でも出てまいりますの

で、簡潔に説明させていただきます。 

 まず、款１・市税でございますが、収入済額
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は１６１億７３８２万２０００円で、歳入全体

の２３.２％を占める主要な歳入でございま

す。前年度と比べて、額にして７億４８７２万

６０００円、率で４.９％の増となっておりま

す。なお、調定額に対する収入済額の割合、す

なわち徴収率は全体で９６.８％となり、前年

度と比べ０.７ポイント上昇いたしました。 

 また、収入済額の右側、不納欠損額６６４１

万５０００円は、地方税法の規定による滞納整

理により納税義務が消滅したもので、前年度と

比べ２３.６％の増加でございます。 

 さらに、その右の収入未済額４億７９９９万

４０００円はいわゆる滞納繰越額で、前年度と

比べ１５.５％の減少でございます。 

 それでは、税目ごとの内容ですが、まず、項

１・市民税、目１・個人、節１・現年課税分４

９億７９５０万４０００円は、市民個人の前年

の所得に対する課税分で、前年度比２.４％の

増でございます。 

 なお、備考欄の還付未済額は、市税の還付を

通知したものの、年度内にお受け取りがなかっ

たものでございます。 

 次の、目２・法人、節１・現年課税分の１０

億２２１５万２０００円は、法人の決算期ごと

の申告課税分で、製造業などを中心に企業収益

が回復基調にあることから、前年度比２.８％

の増でございます。 

 次に、項２・目１・固定資産税、節１・現年

課税分の８５億５５９６万８０００円は、１月

１日現在の土地・家屋・償却資産の所有者に対

する課税分で、新型コロナウイルス感染症対策

として実施した事業収入が減少している中小事

業者等への軽減措置の終了と、償却資産の九州

新幹線開業特例措置の終了などにより、前年度

比６億３１４万５０００円、７.６％の増でご

ざいます。 

 次の目２・国有資産等所在市交付金５９８６

万２０００円は、国や県などの他の自治体等が

所有する土地・家屋等に対する固定資産税の代

わりとして交付されるもので、熊本県の所有に

係る分について遡及交付されたため、前年度比

１４４７万９０００円の増でございます。 

 次に、項３・軽自動車税、目１・環境性能

割、節１・現年課税分１８５９万円は、税制改

正により令和元年１０月から自動車取得税が廃

止され、購入時の新たな税として環境性能割の

導入に伴う臨時的軽減措置が令和３年１２月末

で終了した影響により、前年度比２３.７％の

増でございます。 

 次の、目２・種別割、節１・現年課税分４億

５２９９万９０００円は、４月１日現在の軽自

動車所有者に対する課税分ですが、平成２８年

度からの税額の一部改正、及び１３年経過した

車両の増加などにより、前年度比２.４％の増

でございます。 

 次に、項４・目１・市たばこ税、節１・現年

課税分９億２９３２万円は、たばこ卸売販売業

者等の売上げに対する課税分で、令和３年１０

月の税額改定を受け、前年度比６.２％の増と

なっております。 

 次に、項５・目１・入湯税、節１・現年課税

分１１４３万９０００円は入湯客に対する課税

分ですが、日帰り・宿泊ともに前年度より増加

し、前年度比２９.１％の増となっておりま

す。 

 なお、日帰り客が５０円、宿泊客が１５０円

などの税額で、環境衛生施設、消防施設の整備

や、観光振興の費用などに充てられる目的税で

ございます。 

 次に、款２・地方譲与税でございますが、地

方譲与税とは、国が徴収した特定税目の税収

を、一定の基準で地方公共団体に譲与・交付す

るものでございます。 

 項１・目１・節１・地方揮発油譲与税１億２

５１３万９０００円は、国税である地方揮発油

税の４２％を市町村道の延長や面積に応じて市
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町村に譲与されるもので、前年度比４.３％の

減でございます。 

 ２０ページ、２１ページをお願いします。 

 項２・目１・節１・自動車重量譲与税３億７

４５４万９０００円は、国の自動車重量税の約

３分の１程度を市町村道の延長や面積に応じて

市町村に譲与されるもので、前年度比０.２％

の増でございます。 

 次に、項３・目１・節１・森林環境譲与税１

億６００万８０００円は、温室効果ガス排出削

減目標の達成や災害防止を図るために、市町村

の私有人工林の面積や林業従事者数などに応じ

て市町村に譲与されるもので、前年度比２９.

７％の増でございます。これは、国において、

市町村の体制整備の進捗に伴い、徐々に増加す

るようにしたことによるものでございます。 

 次に、項４・目１・節１・特別とん譲与税２

４２２万７０００円は、外国貿易船の八代港へ

の入港に際し、船の純とん数に応じて譲与され

るもので、前年度比６.７％の増でございま

す。 

 なお、次の、項５・目１・節１・地方道路譲

与税１円は、平成２１年度より地方揮発油譲与

税に改められておりますが、今回、過年度分が

追加交付されたことによるものでございます。 

 続いて、款３・項１・目１・節１・利子割交

付金２９９万１０００円は、預貯金等利子に課

税される県税の一部が県民税の割合に応じて県

から市町村に交付されるもので、前年度比５

６.２％の減でございます。 

 次に、款４・項１・目１・節１・配当割交付

金５７４７万９０００円は、上場株式などの配

当課金に対する課税の一部を財源として、県か

ら一定の基準で市町村に対し交付されるもの

で、前年度比８６％の増でございます。 

 次に、款５・項１・目１・節１・株式等譲渡

所得割交付金３９４４万１０００円は、株式等

の譲渡所得に課税される県税の一部が、県民税

の割合に応じて県から市町村に交付されるもの

で、前年度比３６.１％の減でございます。 

 次に、款６・項１・目１・節１・法人事業税

交付金２億５２０万３０００円は、県法人事業

税の一部を、市町村の従業員数と県民税の割合

に応じて市町村に交付されるもので、前年度比

２１.４％の増でございます。 

 次に、款７・項１・目１・節１・地方消費税

交付金３０億５８９０万４０００円は、徴収さ

れた地方消費税の一部が、市町村の人口及び従

業者数で案分され交付されるもので、前年度比

３.１％の増でございます。 

 ２２、２３ページをお願いします。 

 款８・項１・目１・節１・ゴルフ場利用税交

付金８１２万６０００円は、県に納められたゴ

ルフ場利用税の１０分の７相当額がゴルフ場所

在の市町村に交付されるもので、前年度比７.

３％の増でございます。 

 次の、款９・項１・目１・節１・環境性能割

交付金４３７８万２０００円は、県税の自動車

環境性能割の一部について、市町村道の延長及

び面積に応じて県から交付されるもので、前年

度比２０.６％の増でございます。 

 次に、款１０・項１・地方特例交付金、目

１・節１・減収補てん特例交付金１億４９１万

４０００円は、国の制度変更等により地方負担

の増や地方の減収が生じた場合などに特例的に

交付されるもので、前年度比１.５％の増でご

ざいます。 

 次に、項２・目１・節１・新型コロナウイル

ス感染症地方税減収補てん特別交付金９００万

４０００円は、感染症の影響を受けながらも、

中小事業者等が一定の要件に該当する償却資産

及び事業用家屋を取得した場合に、軽減した固

定資産税相当分が交付されるものでございま

す。なお、事業収入減少分の軽減措置が終了し

たことにより、前年度比９５.２％の減でござ

います。 



 

－5－

 次に、款１１・項１・目１・節１・地方交付

税は１６４億５６７６万円でございまして、前

年度に比べ２.２％の減でございます。 

 地方交付税は、団体間の財源の不均衡を調整

し、全ての地方団体が一定の水準を維持し得る

よう財源を保障するもので、国税として徴収し

た、所得税、法人税、酒税、消費税や地方法人

税にそれぞれの割合を乗じた額の合計額が、合

理的な基準によって地方団体に交付されるもの

であり、普通交付税に９４％、特別交付税に

６％の割合で配分されます。 

 備考欄の普通交付税１４６億４２７万６００

０円は、標準的な歳入である基準財政収入額

が、標準的な歳出である基準財政需要額に対し

少ない場合に、その差額が交付されるもので、

前年度と同様の臨時経済対策分、臨時財政対策

債償還基金分等の追加交付がなかったことか

ら、前年度比２.７％の減となっております。 

 また、特別交付税１８億５２４８万４０００

円は災害等の特別の事情を考慮して交付される

もので、新型コロナウイルス感染症対策、令和

２年７月豪雨災害復旧等の需要の算定もあり、

前年度比２.３％の増でございます。 

 款１２・項１・目１・節１・交通安全対策特

別交付金１３２４万６０００円は、国に納付さ

れた交通反則金を、交通事故の件数や人口集中

地区の人口等を基に算出し国から交付されるも

ので、前年度比１１.３％の減となっておりま

す。 

 続きまして、款１３・分担金及び負担金は、

特定の事業の経費に充てるため、その事業の受

益者に賦課徴収するもので、前年度比１１.

２％減の３億４７５１万８０００円でございま

す。減の主な要因は、農業費分担金によるもの

などでございます。 

 ２４、２５ページをお願いします。 

 まず、項１・分担金、目１・農林水産業費分

担金、節１・農業費分担金の５８５８万３００

０円は、主にかんがい排水路改修事業の受益農

家からの分担金でございます。 

 次に、項２・負担金、目１・総務費負担金、

節１・総務管理費負担金の１１２３万４０００

円は、八代地域イントラネット運営経費に係る

氷川町からの負担金が主なものでございます。 

 次に、目２・民生費負担金の２億６６２８万

１０００円ですが、節１・社会福祉費負担金の

４４５２万５０００円は、老人福祉施設入所者

負担金が主なもので、節２・児童福祉費負担金

の２億２１７５万６０００円は、２６、２７ペ

ージになりますが、備考欄１つ目、２つ目の施

設型給付公立保育所と施設型給付私立保育所の

保育料が主なものでございます。なお、目２全

体の収入未済額４８９万５０００円の主なもの

は過年度分保育料等で、前年度比１６％の減と

なっております。 

 次に、目３・衛生費負担金、節１・保健衛生

費負担金の５６０万３０００円は、備考欄１つ

目の病院群輪番制病院運営事業負担金の氷川町

負担金や、その下の養育医療保護者負担金が主

なもので、前年度比１０.３％の減となってお

ります。 

 次の、目４・農林水産業費負担金、節１・農

業費負担金は、令和２年７月豪雨に係る農地災

害復旧事業の受益者分担金を誤って計上したた

め、項１・分担金に修正して計上しましたの

で、この項目での歳入済額はございません。 

 ２８、２９ページをお願いします。 

 少し飛びまして、款１４・使用料及び手数料

は、行政財産などの使用に対して条例の定めに

より徴収するもので、前年度比０.９％増の７

億４５０１万円となっております。 

 まず、項１・使用料、目１・総務使用料、節

１・総務管理使用料の３４０５万６０００円

は、新八代駅東口駐車場使用料、庁舎使用料、

及び、コミュニティセンター使用料が主なもの

でございますが、前年度比８５.６％の増とな
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っております。増の主な要因は、新庁舎完成に

よる会議室等の施設使用料の増や、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により減少していた新八

代駅東口駐車場及びコミュニティセンターの利

用が前年度に比べ回復したことによるものでご

ざいます。 

 少し飛びまして、３０、３１ページをお願い

します。 

 中ほどの、目３・衛生使用料、節１・保健衛

生使用料の２１０４万円は、斎場使用料と千丁

健康温泉センター使用料が主なものでございま

す。 

 次の、節２・生活環境使用料の６１６万円

は、環境センター施設使用料が主なものでござ

います。 

 次の、目４・農林水産業使用料、節１・農業

使用料の１９０万４０００円は、昭和運動広場

使用料、食肉センター跡地使用料などでござい

ます。 

 ３２、３３ページをお願いします。 

 中ほどの、目５・節１・商工使用料の１４３

万６０００円は、遙拝八の字広場使用料や東陽

石匠館使用料などでございます。 

 次の、目６・土木使用料の２億３１７５万円

ですが、節１・道路橋梁使用料４５１３万８０

００円の九州電力やＮＴＴの電柱に対する道路

占用料ほか、節４・住宅使用料１億８３７５万

７０００円の公営住宅使用料などが主なもの

で、この目６全体で前年度比３.１％の減でご

ざいます。 

 なお、３４、３５ページになりますが、備考

欄の公営住宅使用料等の収入未済額は、現年度

分と過年度分を合わせて１３０７万５０００円

で、前年度より３２２万円の減となっておりま

す。 

 少し飛びまして、目８・教育使用料の２７５

４万８０００円でございますが、節１・学校施

設使用料４８１万円は、小・中学校体育館使用

料など、節３・社会教育施設使用料１３２０万

３０００円は、公民館や文化センター、博物館

の使用料。３６、３７ページへ続きまして、節

４・社会体育施設使用料９５１万円は、夜間照

明などスポーツ施設の使用料が主なものでござ

います。この目８全体で、前年度比３２％の増

でございます。 

 次の、項２・手数料でございますが、目１・

総務手数料の６２３３万３０００円の主なもの

は、節３・戸籍・住民基本台帳手数料５０４８

万２０００円の戸籍謄本や住民票などの交付手

数料でございます。 

 ３８、３９ページをお願いします。 

 目２・衛生手数料の３億４９９０万１０００

円は、節２・生活環境手数料の環境センターへ

の搬入ごみ処理手数料と有料指定袋（ごみ）処

理手数料が主なものでございます。 

 次に、一つ飛ばして、目４・土木手数料の７

４５万１０００円は、節１・建築指導業務手数

料の建築確認・検査申請等手数料が主なもので

ございます。 

 飛びまして、４０、４１ページをお願いしま

す。 

 款１５・国庫支出金１３４億７７４２万６０

００円は、いわゆる国が使途を特定して市に交

付する支出金でございまして、前年度比１８.

１％の減となっております。減の主な要因は、

昨年度の子育て世帯臨時特別給付金給付事業費

補助金などの新型コロナウイルス感染症対策、

令和２年７月豪雨に伴う災害応急対策に対する

負担金や補助金などの影響によるものでござい

ます。 

 右側の収入未済額が１２億７３２５万６００

０円とありますが、主として新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金や、公共土木

施設災害復旧費負担金などの災害関連で、令和

５年度への繰越し事業に伴う財源でございま

す。 
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 まず、項１・国庫負担金ですが、目１・民生

費国庫負担金、節１・社会福祉費負担金２２億

８０７万６０００円は、国民健康保険を支援す

る国民健康保険基盤安定保険者支援分負担金

や、介護保険における低所得者保険料軽減負担

金、及び障がい者に対する介護給付などを負担

する障害者自立支援給付費負担金や障がい児通

所支援事業負担金が主なもので、次の節２・児

童福祉費負担金３９億２９０７万７０００円

は、民間の保育所運営費負担金や、中学校３年

生までの子供に支給される児童手当交付金、１

８歳未満の児童を扶養するひとり親家庭などに

支給する児童扶養手当負担金が主なもので、次

の節３・生活保護費負担金２２億４２４５万２

０００円は、生活扶助、医療扶助などの生活保

護費負担金でございます。 

 ４２、４３ページをお願いします。 

 目２・衛生費国庫負担金４億５７９９万６０

００円の主なものは、新型コロナウイルスワク

チン接種対策費負担金でございます。 

 次の、目３・災害復旧費国庫負担金３億８０

０８万９０００円は、令和２年７月豪雨災害復

旧などに対するものでございます。なお、収入

未済額４億４１８２万９０００円は、令和５年

度への明許繰越・事故繰越分でございます。 

 続きまして、項２・国庫補助金、目１・総務

費国庫補助金、節１・総務管理費補助金１４億

２１０８万４０００円は、備考欄１つ目のマイ

ナンバーカード交付事務費補助金７１５２万４

０００円、備考欄下から２つ目のデジタル田園

都市国家構想推進交付金７４２３万１０００円

や、４４、４５ページへ続きまして、備考欄１

つ目の新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金１１億９６３９万９０００円が主な

ものでございます。 

 次に、目２・民生費国庫補助金１８億３５８

７万７０００円の主なものは、節１・社会福祉

費補助金１４億４６２０万１０００円のうち、

住民税非課税世帯への支援である、備考欄３つ

目の子育て世帯等臨時特別支援事業費補助金９

億８６３６万円や、節２・児童福祉費補助金３

億８４０１万６０００円のうち、独り親等の子

育てを目的に実施する事業に対して国が交付す

る、備考欄３つ目の子ども・子育て支援交付金

１億５９３４万２０００円や、一番下の新型コ

ロナウイルス感染症セーフティネット強化交付

金１億８７２０万２０００円などでございま

す。 

 ４６、４７ページをお願いします。 

 目３・衛生費国庫補助金の２億６７６１万５

０００円は、節１・保健衛生費補助金２億４９

０７万５０００円のうち、備考欄３つ目の新型

コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補

助金１億８２７４万７０００円や、節２・生活

環境費補助金１８５４万円の小型合併処理浄化

槽設置事業費補助金が主なものでございます。 

 次に、目４・土木費国庫補助金５億６６１９

万１０００円の主なものは、節１・道路橋梁費

補助金２億９０８４万３０００円のうち、備考

欄３つ目の東西アクセス線改良事業交付金や、

その下、永碇町高島町線改良事業交付金、さら

にその下の橋梁長寿命化修繕事業交付金のほ

か、４８、４９ページへ続きまして、節２・都

市計画費補助金１億５８６万３０００円のう

ち、西片西宮線道路整備事業交付金や、節３・

住宅費補助金１億５６４８万５０００円のう

ち、坂本町の災害公営住宅に係る住宅建設費補

助金などでございます。なお、収入未済額は令

和５年度への明許繰越分でございます。 

 目５・教育費国庫補助金８４０７万４０００

円の主なものは、５０、５１ページへ続きまし

て、節２・小学校費補助金の備考欄の小学校施

設トイレ改修事業補助金や小学校非構造部材耐

震改修補助金、節３・中学校費補助金の中学校

施設トイレ改修事業補助金などでございます。

なお、収入未済額は令和５年度への明許繰越分
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でございます。 

 少し飛びまして、項３・委託金７２２０万２

０００円は、国が本来自ら行うべき事業である

が、地方公共団体に行わせたほうが効率的であ

る場合にその事務を行わせ、その経費を負担す

るものでございます。 

 ５２、５３ページへ続きまして、主なもの

は、目２・民生費委託金３９６７万円の基礎年

金等事務費交付金や、目４・教育費委託金２３

８７万６０００円の球磨川はね発掘調査委託金

が主なものでございます。 

 続きまして、款１６・県支出金６１億２０６

３万５０００円は、県が使途を特定して市に交

付する支出金でございまして、前年度比６.

９％の減となっております。主な要因は、新型

コロナウイルス感染症対応総合交付金や、農業

関連の産地生産基盤パワーアップ事業費補助金

の減によるものでございます。 

 右側の収入未済額は１２億１３６９万６００

０円で、主に令和２年７月豪雨に係る林道施設

災害復旧費補助金など、令和５年度への繰越し

事業に伴う財源でございます。 

 まず、項１・県負担金、目１・民生費県負担

金、節１・社会福祉費負担金１９億７１３７万

円は、低所得者の国民健康保険税の軽減などを

負担する国民健康保険基盤安定保険税軽減分負

担金、同様に、後期高齢者医療保険料の軽減分

を負担する後期高齢者医療保険基盤安定負担

金、障がい者に対する介護給付などを負担する

障害者自立支援給付費負担金や、障がい児通所

支援事業負担金が主なものでございます。 

 ５４、５５ページをお願いします。 

 節２・児童福祉費負担金１３億８１１４万３

０００円は、民間の保育所運営費負担金と児童

手当交付金が主なものでございます。 

 少し飛びまして、項２・県補助金、目１・総

務費県補助金、節１・総務管理費補助金２億８

１５９万８０００円は、主に豪雨被災者等支援

交付金６９９２万８０００円や、５６、５７ペ

ージへ続きまして、備考欄２つ目の新型コロナ

ウイルス感染症対応総合交付金１億６３４７万

９０００円などでございます。 

 次の、目２・民生費県補助金５億８６５９万

１０００円の主なものは、節１・社会福祉費補

助金１億８８０１万４０００円のうち、備考欄

３つ目の重度心身障がい者医療費助成事業費補

助金や、備考欄中ほどの生活困窮者就労準備支

援事業費等補助金。５８、５９ページにかけま

して、節２・児童福祉費補助金３億９８４２万

４０００円のうち、備考欄１つ目の放課後児童

健全育成事業等補助金や、備考欄 後の熊本県

低所得のひとり親世帯への生活支援特別給付金

補助金。さらに、６０、６１ページにかけまし

て、備考欄１つ目の出産・子育て応援交付金な

どが主なものでございます。 

 次に、目３・衛生費県補助金４０７６万１０

００円の主なものは、節１・保健衛生費補助金

３５０５万９０００円のうち、４歳未満児等へ

の医療費助成に対して補助される乳幼児医療費

助成事業費補助金などでございます。 

 次に、目４・農林水産業費県補助金９億５２

４７万３０００円の主なものは、節１・農業費

補助金８億９２１９万６０００円のうち、次の

６２、６３ページになりますが、備考欄中ほど

の地籍調査事業補助金や、下から６つ目の多面

的機能支払交付金事業補助金。６４、６５ペー

ジにかけまして、備考欄中ほど、強い農業・担

い手づくり総合支援交付金や、６６、６７ペー

ジにかけて、備考欄１つ目の国産農畜産物供給

力強靱化対策事業交付金などでございます。な

お、収入未済額の１億４８９３万４０００円は

地籍調査事業で、令和５年度への繰越し事業に

伴う財源が主なものでございます。 

 少し飛びまして、目５・土木費県補助金４２

３０万５０００円の主なものは、節１・都市計

画費補助金のうち新幹線沿線道路整備事業費補
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助金や、節３・河川費補助金のうち土砂災害危

険住宅移転促進事業補助金などでございます。 

 下段の、目６・消防費県補助金２６９１万３

０００円は、石油貯蔵施設立地対策等交付金の

ほか、球磨川水系防災・減災ソフト対策等補助

金など、消防団活動に欠かすことのできない資

機材等の整備に要する経費などに対するもので

ございます。 

 ６８、６９ページをお願いします。 

 目７・教育費県補助金３２４０万８０００円

の主なものは、節１・小学校費補助金から、節

３及び節４・特別支援学校費補助金にかけて、

校長の判断による迅速で柔軟な感染症対策のた

めの学校保健特別対策事業費補助金などでござ

います。 

 次の、目８・災害復旧費県補助金５億４４５

万９０００円は、令和２年７月豪雨などで被災

した林道や農地の災害復旧に係る補助金などで

ございます。なお、収入未済額７億９５３０万

３０００円のうち６億５７４８万９０００円

は、令和５年度への明許繰越・事故繰越分でご

ざいます。 

 ７０、７１ページをお願いします。 

 項３・委託金２億９０４３万３０００円は、

主なものとして、７２、７３ページにかけまし

て、節２・徴税費委託金の県民税徴収事務委託

金１億８４５２万円は、本市が県民税を市民税

と一括して徴収し、それを県に納付しておりま

すので、その事務に対し県から交付されるも

の、そのほか、節４・選挙費委託金のうち、備

考欄の参議院議員選挙委託金６００５万３００

０円などでございます。 

 飛びまして、７４、７５ページをお願いしま

す。 

 款１７・財産収入は１億８２５７万２０００

円でございます。財産収入は、市が有する財産

の貸付け等の運用による、賃借料、利息、配当

金及び財産の売払い等による現金収入でござい

まして、前年度比２０２.７％の増となってお

ります。主な要因は、土地売払い収入の増によ

るものでございます。 

 まず、項１・財産運用収入、目１・財産貸付

収入、節１・土地建物貸付収入の２６７０万５

０００円は市有財産の貸付収入で、目２・節

１・利子及び配当金１４５５万８０００円は、

財政調整基金利子をはじめとして、７６、７７

ページにかけまして、各基金の預金利子などで

ございます。 

 次に、７８、７９ページをお願いします。 

 項２・財産売払収入１億４１３０万７０００

円は、目１・不動産売払収入、節１・土地売払

収入の八千把地区土地区画整理事業保留地売払

収入が主なものでございます。 

 一つ飛んで、目３・残余財産収入２０６０万

３０００円は土地開発公社残余財産収入でござ

います。 

 続いて、款１８・寄附金でございます。寄附

金総額は２２億２８２７万３０００円で、前年

度に比べ３億９２６４万６０００円、２１.

４％の増となっております。主な要因は、ふる

さと納税によるふるさと元気づくり応援寄附金

の大幅増によるもので、目１・総務費寄附金、

節１・総務管理費寄附金の備考欄１つ目の、ふ

るさと元気づくり応援寄附金２１億８０２０万

３０００円で、前年度比４億１１９７万円で、

２３.３％の大幅増でございます。 

 その他、目３・衛生費寄附金の節１・保健衛

生費寄附金の新型コロナウイルス感染症対策寄

附金１０００万円など、貴重な御寄附をいただ

いております。 

 飛びまして、８０、８１ページをお願いしま

す。 

 款１９・繰入金は２３億５６９６万７０００

円でございます。このうちのほとんどを占め

る、項１・基金繰入金２３億５４６３万７００

０円は、基金の設立目的に応じた事業を実施す
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るときに、その財源として基金から繰り入れた

ものでございます。 

 主なものは、８２、８３ページにかかりまし

て、目６・ふるさと八代元気づくり応援基金繰

入金７億６６７８万２０００円のほか、目８・

まちづくり交流基金繰入金７０１６万９０００

円、目１１・平成２８年熊本地震復興基金繰入

金９７０３万６０００円。８４、８５ページに

かかりまして、目１３・八代市庁舎建設基金繰

入金１１億３５７５万８０００円、目１５・新

型コロナウイルス感染症対策基金繰入金２億３

８８８万１０００円を繰り入れております。 

 ８６、８７ページをお願いします。 

 款２０・繰越金は１６億７８４２万９０００

円でございます。 

 令和３年度決算の歳入総額と歳出総額の差引

き額、いわゆる形式収支額で、これが令和４年

度の歳入となったものでございます。 

 続いて、款２１・諸収入１０億２８９９万９

０００円は、ほかの歳入項目に含まれない収入

をまとめたもので、項１・延滞金加算金及び過

料、目１・延滞金の２０４１万４０００円は、

市税等が納期限を過ぎて納付された際に徴収し

たものでございます。 

 飛びまして、項３・貸付金元利収入の５億５

６５２万７０００円のうち、目１・総務費貸付

金元利収入４１０５万８０００円は、備考欄１

つ目の、地域総合整備資金貸付金元利収入が主

なもので、これは、新たな雇用を生むなど地域

振興に資する事業を実施する民間事業者に、経

費の一部を市が地方債を借りて、それを無利子

で貸し付けるものでございます。 

 なお、その下、備考欄３つ目の、住宅新築資

金等貸付金元利収入では、その収入未済額が１

億４３８６万４０００円となっております。 

 次の、目２・民生費貸付金元利収入、節１・

社会福祉費貸付金元利収入で８４６万５０００

円の収入未済額がございます。 

 ８８、８９ページをお願いします。 

 一つ飛んで、目４・商工費貸付金元利収入５

億６５万円は、中小企業経営安定特別融資預託

金元金収入をはじめとする各預託金の元金収入

でございます。 

 次の、目５・教育費貸付金元利収入の奨学資

金貸付金元利収入におきましても、現年度分と

過年度分を合わせて収入未済額１１０９万５０

００円がございます。 

 次に、項４・雑入４億５２００万円のうち、

少し飛んで９０、９１ページ、目５・雑入で主

なものは、節２・消防団員等公務災害補償等共

済基金収入の消防団員退職報償金や、節３・公

営住宅共益費などのほか、節８・雑入の３億４

１８７万６０００円でございます。 

 その主なものは、備考欄１つ目の熊本県市町

村振興協会市町村交付金２８８１万７０００円

や、２つ目の生活保護費返還金３０３３万１０

００円、３つ目の再資源化物販売代金納付金４

５０９万１０００円のほか、下から２つ目の八

代港大築島（南）土砂処分場工事に伴う補償金

４５３４万２０００円などでございます。 

 なお、収入未済額の８３２２万５０００円

は、９２、９３ページにかけて、生活保護費返

還金や、障害福祉サービス費返還金などでござ

います。 

 続いて、款２２・市債でございますが、前年

度比７１.６％減の４６億２９４０万円でござ

います。新庁舎建設事業の本体工事が令和３年

度に完了したため、大幅に減少しております。 

 収入済額の内訳は、建設事業や災害復旧事業

などの事業に伴う事業債４１億１５１０万円

と、臨時財政対策債等の財源補填債の５億１４

３０万円となっております。 

 事業債につきましては、それぞれの事業費か

ら、国・県補助金など特定財源があればそれを

差し引いた残りに、定められた借入れの割合を

掛け合わせて算出し、１０万円単位で借入れを
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行っており、歳出のそれぞれの事業で説明いた

しますので、ここでの詳細な説明は省略させて

いただきます。 

 なお、事業債のうち合併特例事業債は、広域

行政事務組合負担金や小・中学校施設トイレ改

修事業、学校施設整備事業など１１億７７１０

万円となっており、事業債の２８.６％を占め

ております。 

 以上で、令和４年度一般会計歳入歳出決算の

歳入についての説明を終わります。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について、一括して質疑を行います。 

 なお、お願いでございますが、歳入で、国・

県支出金などの特定財源に係る事業内容につい

ての質疑は歳出における質疑と重複することが

考えられますが、事業内容に関する事項につい

ては、所管の各常任委員会で審査をされますの

で、御配慮いただきたいと思います。御協力よ

ろしくお願いします。 

 それでは、質疑に移ります。 

 質疑はありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 資料１８ページでござ

います。市税に関することでございますけど、

ふだんからですね、不納欠損とか、収入未済額

を見ますと、結構あるかなという気もしまして

質問なんですが、執行停止等によって不納欠損

が昨年より２３.６％増というふうにちょっと

伺いました。 

 不納欠損はともかく、収入未済が、市民税の

個人、固定資産税、軽自動車税と結構目につく

わけなんですけど、近年のですね、徴収率の推

移というのが分かればちょっと教えていただけ

ればと思います。比較ですね。 

○納税課長（加来康弘君） 納税課、加来でご

ざいます。よろしくお願いします。 

 近年の収納率の推移でございますけれども、

おおむね、八代市に合併しました後、収納率

は、緩やかでございますが右肩上がりの形で推

移しているところでございます。 

 昨年度の市税の中で、現年度分になります

が、市県民税、固定資産税、軽自動車税、それ

ぞれ、過去の収納率の中では一番いい収納率と

いう結果になっております。 

 お尋ねの２点目の不納欠損の件でございます

が、市税の不納欠損につきましては、今年は昨

年度より増加しているところでございますが、

ちょうど１０年前の平成２４年と比較いたしま

すと、平成２４年度が市税で不納欠損額が１億

９６００万円ほどでございましたが、令和４年

度が約６６００万円ということで、約３分の１

ぐらいに減少しているところでございます。 

 以上で説明を終わります。 

○委員（髙山正夫君） 徴収率がおおむね良好

なのは分かるんですけど、徴収率は何％程度か

というのをちょっと聞きたかったんですけど。

お願いします。 

○納税課長（加来康弘君） 市県民税でござい

ますが、市県民税の徴収率が、現年度分で９

９.７％、それと法人市民税のほうが９６.４

４％、個人と法人の両方を合わせました合計が

９６.１６％になっております。 

 固定資産税のほうが９９.２１％、軽自動車

税のほうが９８.７８％、あと、市町村たばこ

税が１００％、入湯税も１００％でございま

す。 

 これらの合計で現年度分の収納率が９９.２

２％というふうになっているところでございま

す。 

 以上です。 

○委員（髙山正夫君） 固定資産税と軽自動車

税が収納率は悪いかなと思ったんですけど、な

かなかいい数字でですね。コロナ禍で非常に徴

収作業も難しい部分があるかと思いますが、今

後ですね、やはり税の公平性からですね、収税

のほう、徴収のほうに精いっぱい頑張っていた
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だきたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、８７ペー

ジなんですけど、ちょっと分からなかったのが

あって。総務管理費貸付金元利収入というの

は、何か住宅新築資金の貸付けで収入未済額も

結構あるという話だったんですけど、そこら辺

をもう１回説明していただいてよろしいです

か。どういう経緯でお貸しして入ってくると

か、そういうところ。 

○市民環境部次長（吉井光博君） 市民環境部

の吉井です。よろしくお願いいたします。 

 住宅新築資金等貸付元利収入の未済額ですけ

ども、こちらはですね、同和地区内の住宅環境

の向上を図る目的でですね、地域改善対策事業

として改正されまして、昭和５２年から平成４

年までの１６年間に貸付けを行っております。

延べ６０人に８２件を貸付けしております。 

 現在の収入未済額は１億４３８６万４２７５

円になっております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。内容は

分かったんですけれども、そこを貸し付けられ

て、結構年月たっていると思うんですけれど

も、まだそこに住んでおられる方がいらっしゃ

るということですかね。 

○市民環境部次長（吉井光博君） 今も住んで

いらっしゃる方もいらっしゃいます。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、その住ん

でる方で、まだお支払いになってない方もいら

っしゃるという認識でよろしいですか。 

○人権政策課長（人権啓発センター所長兼務）

（坂井健治君） 人権政策課の坂井です。よろ

しくお願いします。 

 そちらのほうにまだ住んでいらっしゃって返

還されてないという方もいらっしゃいます。 

○委員（野﨑伸也君） そういった方に対して

の対応というのはどのようにされていますか。 

○人権政策課長（人権啓発センター所長兼務）

（坂井健治君） そちらのほうにですね、督促

状を発送したりとか、催告状を発送したり、あ

と、債務者に対する訪問も行ったりしておりま

す。 

 また、既にお亡くなりになられている方もい

らっしゃいますけれども、そういった方もです

ね、相続人のほうをですね、調査をして、債権

回収に努めているところでございます。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、前年度か

ら比較するとどれぐらい減っているんですか。

よくなっていますか。 

○人権政策課長（人権啓発センター所長兼務）

（坂井健治君） 返還の金額についてはです

ね、令和４年度で２４万円、令和５年度のほう

がですね、９月３０日現在で１０万８０００円

となっております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

○委員長（中村和美君） 野﨑委員、いいです

か。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、なければ

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で歳

入等についてを終了します。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午前１１時０９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１４分 本会） 
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○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、歳出について説明を求めます。 

 まず、第１款・議会費について、議会事務局

から説明願います。 

○議会事務局長（宮川武晴君） 皆様、おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）議会事務局の宮川でございます。本

日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 私からは、議案第８６号・令和４年度八代市

一般会計歳入歳出決算中、第１款・議会費に関

しまして、局長としての総括を述べさせていた

だきます。 

 恐れ入りますが、着座にて申し上げます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○議会事務局長（宮川武晴君） 議会費におき

ましては、令和４年度予算現額３億５５１８万

５０００円に対し、決算額は３億４０７５万８

０００円で、予算の執行率は約９５.９％と、

前年度と比較いたしますと約１.９％上昇して

いるところでございます。 

 決算額のうち、議員報酬及び手当、職員給

与、共済費などの義務的経費が約３億１３９２

万３０００円で、全体の９２.１％を占めてご

ざいます。残りの約７.９％、約２６８３万６

０００円が、様々な議員活動や議会運営に係る

事務費などでございます。 

 この中で、政務活動費につきましては、議員

各位の御協力により、その使途、精算も適正に

行われたところでございます。 

 なお、その執行率につきましては約５３.

６％でございまして、前年度と比較いたします

と約１３.２％上昇しているところでございま

す。 

 これらの執行率について、令和３年度との比

較では若干上向きになっておりますものの、依

然低調な理由といたしましては、令和４年度中

においてもなお新型コロナウイルス感染症対策

の影響が大きく、各常任委員会、議会運営委員

会が政務活動における視察等を自粛されたこと

や、各種会議等が書面決議または中止となった

ことが主な要因となっております。 

 また、一昨年１２月定例会から議会運営にタ

ブレット端末の運用を開始し、やがて２年にな

ろうかとしており、議員の皆様には利便性を感

じていただいているものと拝察いたしていると

ころでございます。これらにより、議案や資料

を電子化し、紙資料の削減と事務作業の軽減、

同時に執行部などからの情報伝達や議会内の情

報共有の迅速化が図られ、災害時の危機管理体

制の強化にも寄与いたしております。 

 今後、議会事務局といたしましては、本市の

優先課題でございます令和２年７月豪雨から

の創造的復興や、アフターコロナへの対応、Ｔ

ＳＭＣの熊本県進出を契機とした様々な取組に

加え、開かれた議会、市民に親しまれる身近な

議会を目指し、ＩＣＴの活用による議会情報の

積極的な発信や、効率的で円滑な議会運営、議

員・職員研修のさらなる充実等を図り、市民の

負託を受けられました市議会が、市政に対する

監視・評価機関として、また、多様な民意を市

政に反映させる合議制の意思決定機関として、

その機能を十分に発揮することができますよ

う、組織力の強化に努めてまいりたいと考えて

ございます。 

 以上、今後とも御協力を賜りますようお願い

申し上げまして、私の議会費の総括とさせてい

ただきます。 

 それでは、この後、詳細につきましては、議

会事務局土田次長が御説明いたしますので、御

審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議会事務局次長（土田英雄君） 皆さん、お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）議会事務局、土田でございま

す。 

 私のほうから、令和４年度議会費の決算につ

きまして、着座にて御説明させていただきま
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す。よろしくお願いいたします。 

 それでは、令和４年度における主要な施策の

成果に関する調書（その１）の１１ページを御

覧ください。 

 先ほど局長からもございましたように、議会

費のうち９２.１％が義務的経費に関するもの

でございまして、令和４年度の議会費の歳出決

算の状況でございますが、予算現額が３億５５

１８万５０００円、支出済額は３億４０７５万

８０００円、執行率は９５.９％となっており

ます。 

 なお、不用額が１４４２万６０００円生じて

おりますが、その主な内容といたしましては、

会議出席等の費用弁償や常任委員会の行政視

察、海外行政視察などの旅費６８６万円、委員

会記録や本会議の会議録作成業務などの委託料

１１４万円、政務活動費の負担金補助及び交付

金約４９１万円などでございます。 

 それでは、義務的経費以外につきまして、議

会運営事務事業を説明させていただきます。１

３ページ上段を御覧ください。 

 議会運営事務事業では、議会の運営全般及び

これに関わる事務処理、会計処理を実施いたし

ております。事業に対する予算額３５１３万６

０００円に対しまして、決算額は２５８３万８

０００円でございます。 

 事業の主な内容といたしまして、通常分２４

１３万６０００円は、全国市議会議長会ほか議

長の公務に伴う費用弁償９３万３０００円。本

会議や委員会などの各種会議出席に伴う費用弁

償３４９万８０００円。議長の公務や委員会の

管外行政視察への職員の随行に伴う普通旅費１

４５万７０００円。その下に議長交際費と記載

されておりますけども、こちらは、すいませ

ん、議会交際費の誤植でございます。大変申し

訳ございませんが、訂正のほうをよろしくお願

いいたします。 

 次に、年４回発行しております議会だよりや

市政の概要などの印刷製本費４３９万５０００

円、委員会記録作成業務委託１５６万６０００

円、本会議に関する会議録作成業務委託１５９

万７０００円などでございます。 

 次に、新型コロナウイルス感染症対策分１７

０万２０００円は、タブレット端末導入に伴う

経費が主なものでございまして、内訳といたし

ましては、会議アプリの使用料９９万円、タブ

レットＬＴＥ回線使用料５２万４０００円、ビ

ジネスチャットアプリの使用料１７万円などで

ございます。 

 後に、不用額が９２９万８０００円生じて

おりますが、主な内容といたしましては、本会

議や委員会などの各種会議の出席に伴う費用弁

償１９７万円や、新型コロナウイルス感染症の

影響に伴い縮小や見送りとなりました常任委員

会等の管外行政視察に伴う費用弁償２３２万

円、海外行政視察に伴う費用弁償１６０万円な

どでございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、議員による円滑な議会活

動の遂行や開かれた議会の実現のため、議会事

務局が適正かつ効率的な議会運営の支援に努め

る必要があると考えております。そのために

も、事務局職員の専門知識の取得などスキルア

ップに努め、議会におけるデジタル化を推進す

ることによる議会運営の円滑化や、市民の皆様

への積極的な情報発信に取り組んでまいりま

す。 

 以上、令和４年度の議会費の説明とさせてい

ただきます。御審議のほどよろしくお願いいた

します。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） タブレットのＬＴＥ回

線使用料５２万４０００円というのがありまし

たけども、これは当初予定していた額からする
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と、どのような状況になっていますか。 

○議会事務局主幹兼議事調査係長（島田義信

君） 皆さん、おはようございます。議会事務

局、島田でございます。 

 議員お尋ねのタブレット端末のＬＴＥ回線の

使用料なんですけれども、当初予定した金額の

とおりということで、委員さんのほうの減分は

執行のほうはしておりませんけれども、当初の

予定どおりということで執行させていただいて

おります。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

○委員（太田広則君） 議会だより、市政の概

要ほか印刷製本費４３９万５０００円。特に議

会だよりは年４回ということで、市報と連携し

ていると思うんですね。冊数というのはどうな

んでしょう。増えているんですか、減っている

んですか。発行数というのかな。 

○議会事務局主幹兼総務係長（田島麗子君） 

 市議会だよりにつきましてですが、発行部は

１回につき４万９６００部ということで、昨年

度同様の部数となっております。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） 横ばいというふうに捉

えていいですか。 

○議会事務局主幹兼総務係長（田島麗子君） 

 そのとおりでございます。 

○委員（太田広則君） 分かりました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 以上で、第１款・議

会費についてを終了します。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午前１１時２４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２５分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、第２款・総務費中、当委員会関係分及

び、第１１款・公債費、第１２款・諸支出金、

第１３款・予備費について、一括して説明を求

めます。 

○市長公室長（沖田良三君） 皆さん、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市長公

室の沖田でございます。 

 それでは、総務費の審査に当たりまして、関

係部が所管します主要な施策について、その取

組状況や結果を振り返り、今後の方向性などに

つきまして、私並びに各部長から事業総括を述

べさせていただきます。 

 それでは、着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○市長公室長（沖田良三君） まず、市長公室

は、秘書広報課、人事課、国際課並びに総合支

援担当の体制で、市民に対する広報・広聴や人

事管理をはじめとする人材育成、組織づくり、

本市の国際化の推進と多文化共生社会の実現に

取り組んでいくとともに、市長、副市長のトッ

プマネジメントを推進するため、重要事案等に

ついて全庁的な情報共有や各部の連携強化を図

るなど、市組織の機能強化を主な担務としてお

ります。 

 まず、広報・広聴の取組では、市政の見える

化のさらなる推進を目的に、広報やつしろを毎

月発行するとともに、市の公式ホームページや

ＳＮＳなどを活用した情報発信、市長への手

紙、まちづくり出前講座、テーマトークなどに

よる広聴機会の拡充を図っております。 

 また、コロナ禍に伴い、予定しておりました

市政懇談会の延期など一部に影響がありました
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ものの、中学生議会の実施や出前講座の開催増

加など着実に取組を進めております。 

 今後も、市民からの貴重な御提言や御意見を

伺い、市政に反映させるという大切な役割を担

っている広報広聴活動の充実に向け、従来の手

法にとらわれることなく、ＳＮＳをはじめとす

る様々な媒体を活用しながら、情報の発信に努

めてまいります。 

 次に、人材育成の取組では、より質の高い市

民サービスを提供するため、職員の意識改革と

能力開発につながるよう、計画的に職員研修を

実施しております。あわせて研修内容につきま

しては時代に応じたものとなるよう見直すな

ど、充実も図っております。 

 次に、国際化と多文化共生社会の推進に向け

た取組でございます。 

 まず、国際化の推進につきましては、国際交

流員による出前講座やイベント開催による異文

化理解の促進、多言語通訳システムによる外国

人市民のサポート体制の充実に努めておりま

す。 

 また、コロナ禍の中、友好都市である中国北

海市とは中学生によるオンライン交流、台湾基

隆市とは行政間での相互訪問などにより交流を

行っております。今後もそれぞれの都市と連携

を密に図りながら、より一層国際交流を深めて

まいります。 

 次に、多文化共生社会の推進につきまして

は、やつしろ国際協会を中心に、にほんご交流

ひろばや異文化カフェの開催、外国人市民を対

象とした出前講座の開催など、会員の皆様と一

緒になって活動を展開してまいりました。今後

も協会の活動を広く市民に周知しながら、心や

言葉の壁を越えて、安全・安心な多文化共生社

会の早期実現につなげてまいります。 

 後に、市長公室として、人材育成、組織づ

くり、国際化と多文化共生の推進、そして全庁

的な連携強化という視点に立ちながら、常に改

善と向上の意識を持って事業に取り組んでまい

りたいと考えております。 

 以上、市長公室の決算審査に際しましての事

業総括とさせていただきます。 

○総務企画部長（濱田浩介君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）総務

企画部の濱田でございます。よろしくお願いい

たします。 

 それでは、着座にて説明させていただきま

す。 

 総務企画部は、本庁４課、支所１１課、合わ

せて１５課で構成されておりますが、総務費に

係る主な事業について総括を申し上げます。 

 まず、ＳＤＧｓ推進事業についてですが、令

和４年５月にＳＤＧｓ未来都市に選定されたこ

とを受けまして、同年１１月に八代市ＳＤＧｓ

未来都市計画を策定し、本市の２０３０年のあ

るべき姿を「持続可能な人と企業に選ばれるま

ち」と定め、取組を進めております。 

 なお、令和４年度は、ＳＤＧｓキックオフシ

ンポジウムや、企業向けセミナーなどの開催に

加え、普及啓発のためのパンフレットや、市で

独自に作成したＳＤＧｓロゴマークを使ったピ

ンバッチの作成を行っております。今後も、市

民、企業・団体及び市職員を対象とした各種事

業を推進し、市域全体へのＳＤＧｓの理念の浸

透を図ってまいります。 

 次に、公共交通についてですが、八代市地域

公共交通計画に基づき、地域の方々の御要望や

利用状況に応じて、路線バスや乗合タクシーな

どの見直しを実施しております。 

 令和４年度は、泉町の五家荘地域にお住まい

の方々の日常生活に必要な移送手段を確保する

ため、一般社団法人五家荘地域プロジェクトを

実施主体とする自家用有償旅客運送を新たに導

入いたしました。 

 さらに、新型コロナウイルス感染症拡大の影

響により利用者数が大幅に減少した乗用タクシ
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ー及び高速バス「すーぱーばんぺいゆ」の利用

促進を図るため、タクシーチケット割引事業

や、高速バス乗車券購入に対する補助を行って

おります。 

 今後とも、市民の移動手段確保のため、財政

負担額の抑制に努めながら、利便性と効率性を

兼ね備えた公共交通の在り方を検討してまいり

ます。 

 次に、移住・定住の促進についてですが、令

和４年度は、移住支援金の支給、移住相談会へ

の参加、定住自立圏を構成する氷川町、芦北町

と連携した婚活イベントを実施しております。

また、新たに県外から本市へ移住された子育て

世代を中心とした若者世代の方を応援するた

め、住宅を取得または賃借される際の費用を支

援する八代市移住・定住促進補助金を創設し、

移住・定住対策に取り組んでおります。 

 今後も積極的な情報発信を行い、一人でも多

くの方に八代市を選んでいただけるよう、事業

を推進してまいります。 

 次に、八代・天草シーライン建設促進につい

てですが、令和４年度は行政期成会として７月

と１１月に国への要望活動を実施し、１０月に

県知事を会長とした県協議会と連携した構想推

進大会を八代市で開催いたしました。本年度

も、１２月１７日に上天草市で構想推進大会を

開催予定としておりますので、多くの皆様に御

参加いただければと思います。 

 今後も引き続き、県協議会や行政期成会、民

間期成会等と連携・協力し、八代・天草シーラ

イン構想の早期実現に向けて取り組んでまいり

ます。 

 次に、行財政改革ですが、第三次八代市行財

政改革大綱に基づき、事務の効率化や経費削

減、将来を見据えた健全な財政運営、市民との

協働を進めております。 

 令和４年度は、行政手続や業務の効率化につ

いて、業務フローの見直しや効率化支援ツール

の導入等により、おくやみコーナーの事務や、

物価高騰支援金給付事務、各種申請・報告事務

の効率化等に取り組むことで、約１５００時間

の業務時間を削減しております。 

 厳しい財政状況の中、今後も質の高い行政サ

ービスを提供していけるよう、引き続き市民の

視点に立った行財政改革を進めてまいります。 

 次に、デジタル化の推進でございますが、ス

マートシティやつしろの実現に向けて、八代市

デジタル化推進基本計画に基づき本市のデジタ

ル化を進めております。 

 令和４年度は、各種証明書交付など行政手続

におけるオンライン申請の拡充、公共施設のオ

ンライン予約システムの機能充実など、市民サ

ービスの向上と併せて、デジタルが苦手な方を

対象とした出張スマホ教室を全校区で開催いた

しました。 

 また、令和元年度から光ブロードバンド網の

整備を行ってまいりましたが、令和５年３月、

坂本地区において、民間によるインターネット

サービスの提供を開始したことから、市内全域

の光ブロードバンド化が完了しております。 

 また、市民の利便性向上や災害時等の情報伝

達手段の確保のため、１０か所のコミュニティ

センターにＷｉ－Ｆｉ整備を行いました。今後

も引き続き、コミュニティセンター等公共施設

へのＷｉ－Ｆｉ整備を進めてまいります。 

 後に、各支所においては、地域の特性を生

かし、地域づくり活動の充実や住民自治の推進

及び防災意識の向上を図るため、地域振興・地

域づくり活動助成金による地域振興事業を実施

しております。 

 総務企画部では、市の施策等の総合的な企画

調整、支所管内の地域振興、国や県などへ向け

た対外的な業務等を併せ持っております。市の

将来像の実現に向け、限られた予算や人材を効

果的に活用しながら、デジタル化の推進による

市民サービスの向上と業務の効率化を進め、時
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代の変化に応じた施策を展開できるよう、積極

的に取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上、総務企画部の総括とさせていただきま

す。 

○財務部長（谷脇信博君） 財務部の谷脇で

す。よろしくお願いします。 

 着座にて、御説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○財務部長（谷脇信博君） 財務部の決算の総

括につきまして、御説明させていただきます。 

 財務部は、市民税、資産税、納税の税３課、

及び財産経営課、契約検査課、財政課を所管し

ております。 

 まず、自主財源である市税関係について申し

上げます。 

 市税の決算額は全体として４.９％の増で、

前年度より約７億４９００万円増加しておりま

す。これは、市県民税については納税者の増

加、法人市民税においては製造業などを中心に

企業収益が回復基調にあるためでございます。

固定資産税につきましても、償却資産の九州新

幹線開業特例措置が終了となり、約６億３００

万円の増となっております。また、収納率につ

きましても、前年度の９６.１％から９６.８％

に上昇しております。 

 なお、市有債権管理の一元化につきまして

も、納税課債権対策室におきまして、まず、市

が差押え等の滞納処分により徴収できる公債権

の一元化を進め、介護保険料や後期高齢者医療

保険料につきましては、市税と合わせた滞納整

理を行うことで、歳入の確保に努めているとこ

ろでございます。 

 今後も税３課は、地方税法に基づき適正に課

税・徴収することに努めてまいります。 

 次に、令和４年度に完成いたしました新庁舎

につきましては、社会の要請などに対応しなが

ら適切な維持管理を図ってまいります。 

 また、公共施設マネジメントに関しまして

は、八代市公共施設等総合管理計画や八代市公

共施設個別施設計画を推進し、長寿命化対策を

実施していくことで、公共施設等の適切な配置

の実現を図り、将来にわたっての財政負担の軽

減や更新費用の平準化を図ってまいります。 

 次に、契約事務関係につきましては、工事及

び工事関係業務に導入している電子入札システ

ムを物品・役務にも拡充し、令和４年７月から

は全ての入札において電子入札を行っておりま

す。 

 今後も、より、透明性、公平性、競争性の高

い入札、契約制度を追求するとともに、入札及

び契約事務の適正な執行に努めてまいります。 

 後に財政状況について触れさせていただき

ます。 

 令和４年度決算では、実質的な財政収支であ

る実質収支が約１５億３０００万円の黒字でご

ざいました。 

 基金では、決算余剰分の一部を市有施設整備

基金に積み立て、今後の新八代駅周辺整備や企

業誘致用地整備の財源として将来に向けた財政

負担の軽減を図ったほか、庁舎建設基金の廃止

に伴い、新庁舎建設の起債に係る償還の財源と

してその残額を減債基金に積み立てるなど、基

金の効果的な活用に努めているところでござい

ます。 

 また、市債残高は、臨時財政対策債など財源

補填債の減少で前年より減となっております。

しかし、市債につきましては、今後、坂本町の

復旧・復興事業や給食センター整備など投資的

経費の増大が見込まれますことから、通常事業

分の市債の発行を抑制するとともに、地方交付

税が措置される有利な市債を活用するなど、将

来世代に過度な財政負担を残さないよう、財政

負担の平準化や世代間負担の公平性を図る財政

運営に努めてまいります。 

 以上、財務部の総括説明とさせていただきま

すが、特に財政面では引き続き健全で持続可能
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な財政基盤の確立を図りながら、必要な行政需

要に的確に対応できるよう、効率的、効果的な

財政運営を図っていきたいと考えております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○市民環境部長（嶋田和博君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市民環境部、

嶋田でございます。よろしくお願いします。 

 着座にて失礼いたします。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○市民環境部長（嶋田和博君） それでは、第

２款・総務費のうち、市民環境部が所管いたし

ます、市民活動政策課、人権政策課、市民課の

主な取組について総括をさせていただきます。 

 まず、市政協力員制度についてでございます

が、市政協力員の皆様には、市政の円滑な運営

のため、市民と行政をつなぐ重要な役割を担っ

ていただいており、日常から災害といった非常

時におきまして住民の皆様が安心して暮らせる

まちづくりのために御尽力いただいているとこ

ろでございます。 

 しかしながら、コミュニティーの希薄化や外

国人市民の急増など新たな課題への対応で御苦

労も多く、市政協力員の成り手不足が懸念され

ておりますことから、地域の方々の御意見を伺

いながら、担当地区や配置数の見直しなどによ

って対応しているところでございます。 

 また、協働によるまちづくりの取組では、市

内全域の地域協議会に対しまして、協議会の安

定した組織運営と地域の特色を生かしたまちづ

くり活動が円滑にできるよう、支援策を講じて

おります。 

 交通防犯対策につきましては、警察や関係機

関、民間の協力団体等と連携を図りながら、交

通安全及び防犯に対する意識高揚に向けた啓発

を行ってまいりました。 

 次に、人権教育、人権啓発の推進でございま

すが、千丁支所に設置しております人権啓発セ

ンターを活用しながら、市民の皆様の人権意識

の高揚と人権が尊重された平等なまちづくりの

実現を目指し、様々な啓発活動を実施いたして

おります。 

 また、男女共同参画では、第２次八代市男女

共同参画計画に基づき、女性の活躍推進、ワー

ク・ライフ・バランスの推進、男女共同参画の

視点に立った防災体制づくりを重点施策として

啓発活動に取り組み、会場での開催はもとよ

り、オンラインでの配信を通して、コロナ禍に

おいても啓発が進められるよう取り組んでまい

りました。今年度は第３次八代市男女共同参画

計画を策定する予定としております。 

 青少年の健全育成では、青少年指導員による

街頭指導、ヤングテレホンやつしろによる相談

業務のほか、各種団体との連携により、社会を

明るくする運動や各学校との青少年育成業務な

どを行ってまいりました。 

 後に、マイナンバー制度についてですが、

デジタル社会実現の基盤となるマイナンバーカ

ードを市民に広く普及させるため、カードの申

請受付けや交付・更新等の業務を行っておりま

す。 

 令和４年度には、ネット予約や電話予約を併

用し、平日の延長窓口、土日の集団交付、さら

には休日や買物のついでにマイナンバーカード

の申請ができる拠点として、イオン八代店にマ

イナンバーカード受付センターを、ゆめタウン

八代にマイナンバーカードサテライトを相次い

で開設し、申請や受け取りの利便性を図ってま

いりました。引き続きマイナンバーカードの保

有率向上に努めてまいります。 

 以上が、市民環境部が所管します総務費の主

な取組でございます。いずれも市民生活に直結

する分野でありますことから、市民の皆様の声

にしっかり耳を傾け、的確に対応していかなけ

ればならないと考えております。今後も、市民

と行政の協働の実現と、人権が尊重されるまち

づくり、市民サービスの向上に向け、各種事業
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の推進に傾注してまいります。 

 以上、市民環境部の総括とさせていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） ここで、審査の途中

でありますが、小会いたします。 

（午前１１時４５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４５分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 午前中の審査は、第２款・総務費中、当委員

会関係分、及び、第１１款・公債費、第１２

款・諸支出金、第１３款・予備費、そして部長

総括説明までとしまして、休憩いたします。 

 午後１時００分から再開いたします。 

（午前１１時４６分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時００分 開議） 

○委員長（中村和美君） 休憩前に引き続き、

総務委員会を再開いたします。 

 それでは、午前中に説明のありました第２

款・総務費中、当委員会関係分及び第１１款・

公債費、第１２款・諸支出金、第１３款・予備

費について説明を求めます。 

○財務部次長（岩瀬隆敏君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）財務部の岩瀬

でございます。再びよろしくお願いいたしま

す。 

 失礼しまして、着座にて説明させていただき

ます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○財務部次長（岩瀬隆敏君） それでは、歳出

のうち、総務費、公債費、諸支出金及び予備費

の関係分につきまして、令和４年度における主

要な施策の成果に関する調書その１及び一般会

計歳入歳出決算書を用いまして説明いたしま

す。 

 それでは、主要施策の調書その１の１１ペー

ジをお願いいたします。 

 まず、歳出決算の状況でございますが、款

２・総務費の支出済額は、上段の表（イ）目的

別の中ほどの列、支出済額（Ｂ）の２段目、８

６億３０５６万３０００円で、その２つ右の執

行率は９５.８％、その右、構成比は１２.７％

でございます。前年度と比較して８５億３１９

４万１０００円、４９.７％の減となっており

ます。その主な要因は、新庁舎建設の本体工事

完了による減によるものでございます。 

 下のほうになりますが、款１１・公債費の支

出済額は６５億８８７５万７０００円、執行率

１００％、構成比は９.８％でございまして、

前年度と比較して２億５３０６万６０００円、

４％の増となっております。 

 その下の款１２・諸支出金の支出済額は２６

億５６９３万２０００円で、執行率は９７.

１％、構成比は３.９％でございまして、前年

度と比較して８億９２１５万７０００円、２

５.１％の減となっております。減の主な要因

は、積立額が減少したことなどによるものでご

ざいます。 

 それでは、個々の歳出の決算について、主な

ものを順次説明いたします。 

 １４ページをお願いいたします。 

 款２・総務費の主な事業につきまして、ま

ず、表の上にある事務事業名を申し上げ、事業

の概要、決算額、特定財源及び今後の方向性の

順で説明を行います。 

 上段の行財政改革推進事業では、第三次八代

市行財政改革大綱に基づく第二期八代市行財政

改革実施計画への進捗管理を行っております。 

 決算額は７３万５０００円で、時事通信社等

が提供する行政向け情報サービスの使用料７２

万６０００円が主なものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、第二期八代市行財政改革実施計画に基づ

き、行財政改革を自主的・主体的に取り組んで

まいります。また、令和７年度の自治体情報シ
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ステムの標準化・共通化に向けて、対象となる

２０業務を中心に業務の見直しを図ることとし

ております。 

 １５ページをお願いします。 

 下段の職員研修事業でございますが、新規採

用職員研修などの階層別研修のほか特別研修で

は、新規採用職員が十分に能力を発揮できるよ

う育成するため、新規採用職員の支援等を行う

担当者に対するメンター研修や、問題解決力向

上研修、タイムマネジメント研修、政策立案研

修などを行っております。 

 また、自治大学校など各種研修専門施設への

派遣研修や、職員が自身の業務に関連する資格

を取得する取組に対し助成を行う資格取得助成

や通信教育の助成など、自己啓発に対する支援

を行っております。 

 決算額は８８２万６０００円で、主なもの

は、特別研修の研修委託１４９万８０００円、

派遣研修の民間研修施設での研修２２１万９０

００円や、自己啓発の通信教育８９万９０００

円などでございます。 

 特定財源は、熊本県市町村振興協会からの市

町村交付金１１７万９０００円でございます。 

 なお、不用額１１７万円は、新型コロナウイ

ルス感染症の影響により一部が集合対面研修か

らオンライン研修に変更になったことによるも

のでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、今後も職員の意見等を踏まえ、時

代に即した内容や、さらなる効果が得られるよ

う常に工夫をしながら充実を図るとともに、研

修の目的や内容等に応じてオンライン研修と集

合対面研修を使い分け、効率的、効果的に研修

を実施してまいりたいと考えております。 

 次に、１６ページをお願いします。 

 上段のふるさと納税事業ですが、生まれ育っ

たふるさとや応援したい自治体に寄附した場

合、寄附金額に応じて一定額が、個人住民税、

所得税から控除される制度で、近年多くの自治

体が力を入れており、本市においても平成２７

年８月からポータルサイトを活用し、八代市の

魅力発信を行いながら自主財源確保へ向け事業

を拡充しております。 

 決算額は１３億６８０１万３０００円で、主

なものは、ふるさと納税返礼品として９億５７

８１万８０００円、寄附の申込み受付から、特

産品等の発注、配送管理までを行うふるさと納

税委託料として３億８１０３万５０００円、決

済手数料として１６０５万５０００円などでご

ざいます。 

 特定財源は、ふるさと元気づくり応援寄附金

で、決算と同額の１３億６８０１万３０００円

でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としております。令和４年度の寄附額が２１億

８０２０万３０００円で、事業開始以降 高額

となったところですので、特産品ＰＲのみなら

ず、ふるさと納税を活用したクラウドファンデ

ィングなどを含め、寄附金充当事業の明確化及

び成果の公表を積極的に実施し、継続的な寄附

が確保できるよう推進していくこととしており

ます。 

 １７ページをお願いします。 

 下段の国際理解と外国人支援事業でございま

すが、日本人市民の国際理解や国際感覚の醸成

を図るとともに、近年増加傾向にある外国人市

民の窓口における相談体制の整備をはじめ、日

本語の学習機会や日本人市民との交流の創出な

どの支援に取り組んでおります。 

 具体的には、小中学生を対象とした出前講座

「おしえてＪＩＣＡ海外協力隊」では、ＪＩＣ

Ａ海外協力隊経験者による講話や技能実習生と

の交流によって、国際理解の促進を図っており

ます。 

 また、外国人市民が暮らしやすいまちづくり

として、本庁総合窓口への母国語交流員の配置
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や、多言語通訳システムによる言語サポートを

行い、窓口相談に対応できる体制を整備してお

ります。この多言語通訳システムは、モバイル

端末による映像通訳が１５言語、電話による音

声通訳が２０言語に対応しており、本市の外国

人市民の９割以上をカバーできるものとなって

おります。 

 決算額は２３２万１０００円で、多言語通訳

システム運用経費１９２万６０００円が主なも

のでございます。 

 なお、特定財源は、外国人受入環境整備交付

金１１１万円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、今後ますます増加が見込まれる外

国人市民にとって暮らしやすいまちづくりを進

めるため、多言語通訳システムの市民への一層

の周知と有効活用を図るとともに、外国人市民

と日本人市民が交流する機会の創出など、多文

化共生へのさらなる意識の醸成にも取り組んで

まいります。 

 １８ページをお願いします。 

 上段の市政協力員関係事業でございますが、

住民福祉の向上と市政の円滑な運営を図るた

め、各地区に市政協力員を配置し、市民への連

絡事項の周知をお願いするとともに、広報紙配

布や各種証明の確認などをお願いしておりま

す。 

 決算額は１億１２００万６０００円で、市政

協力員への委託料１億３９０万６０００円が主

なものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、受持ち地区の見直しや増員などに

ついて、地域の要望を尊重しながら、市民サー

ビスの低下にならないよう対応していくことと

しております。 

 次に、２０ページをお願いします。 

 上段の広報広聴活動事業でございます。 

 広報業務としましては、広報やつしろを毎月

発行しますとともに、ホームページやＳＮＳな

どを活用して、市の情報を発信しております。 

 また、広聴業務は、市長への手紙、まちづく

り出前講座なども実施しております。 

 決算額は３８５６万９０００円で、主なもの

として、広報やつしろなどの印刷製本費が３５

４９万８０００円、市のホームページのシステ

ム保守の委託料が１３７万７０００円でござい

ます。 

 特定財源は、広報紙及びホームページの広告

料収入６９１万２０００円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、規模拡充と

しており、広報紙の全面リニューアルなど、さ

らなる市の情報発信力の強化を行うこととして

おります。また、必要な改善を図りながらこれ

までの取組を継続するとともに、ＳＮＳなどの

新たな媒体を活用した取組のさらなる推進を図

ることとしております。 

 次に、２１ページをお願いします。 

 上段の市庁舎管理運営事業でございますが、

この事業では、本庁舎の保守点検、維持管理の

ほか、総合案内業務や警備業務を行っておりま

す。 

 決算額は２億５２０４万３０００円で、坂本

支所仮設庁舎リース料１７８０万９０００円、

市庁舎総合管理業務委託料１億６７８万８００

０円、清掃業務委託料３６２２万６０００円が

主なものでございます。 

 特定財源は、市庁舎施設災害復旧事業債２３

２０万円などでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としつつ、庁舎管理に必要な業務について、総

合管理方式での業務委託による管理運営を継続

することとし、今後も市民サービスの質が維

持、向上できるよう、総合管理受託業者と情報

共有を図りながら対応してまいります。 

 次に、２３ページをお願いします。 

 上段の定住促進対策事業では、第２期八代市
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まち・ひと・しごと創生総合戦略等の効果検証

を行うための外部委員による会議の開催費用

や、東京・大阪などで開催される移住相談会へ

の参加費用、県外からの移住を促進するための

支援金などが主な内容となっております。 

 中でも、昨年８月から運用を開始しました八

代市移住・定住促進補助金につきましては、県

外から本市へ移住された、子育て世帯を中心と

した若者世代の方を応援するため、住宅を取得

または賃借する際に、その費用を支援するもの

で、住宅の取得は 大５０万円、賃借の場合は

３０万円の補助を行うものでございます。な

お、昨年度の実績は４件でございます。 

 決算額は４７９万円で、東京圏から本市に移

住し、対象となる求人に就職された方へ支給す

る移住支援金３４０万円と、移住・定住促進補

助金１００万円が主なものでございます。 

 特定財源は、くまもと版地方創生移住支援事

業補助金２５５万円及びふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金１００万円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、東京や大阪、福岡等で開催される移住相

談会やコロナ禍により増えたオンライン移住相

談会への参加、市ホームページ、熊本県移住定

住ポータルサイトなどを活用し本市の魅力を発

信し、移住・定住促進を図ってまいります。さ

らに、定住自立圏を形成している氷川町、芦北

町とも連携し、圏域全体として移住支援情報の

発信や支援体制の充実を図ることとしていま

す。 

 ２４ページをお願いします。 

 下段の並行在来線経営分離対策事業は、肥薩

おれんじ鉄道の運行支援や、鉄道施設の安全対

策に対する補助、また、肥薩おれんじ鉄道沿線

活性化協議会の活動を通じた鉄道の利用促進を

図るものでございます。 

 決算額は３２６８万１０００円で、肥薩おれ

んじ鉄道沿線活性化協議会負担金４６万９００

０円、肥薩おれんじ鉄道運行支援対策事業補助

金３２２１万１０００円が主なものでございま

す。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、地域住民の貴重な交通手段として、さら

には熊本・鹿児島両県をつなぐ広域観光・地域

振興のツールとしての重要な役割を果たすため

にも、今後も継続して肥薩おれんじ鉄道の健全

かつ安定的な運営をサポートしてまいります。

また、沿線自治体への観光客誘致と地域振興を

図るため、肥薩おれんじ鉄道沿線活性化協議会

を通じて、肥薩おれんじ鉄道の魅力発信に係る

利用促進策を展開してまいります。 

 飛びまして、２９ページをお願いします。 

 上段のＳＤＧｓ推進事業では、令和４年５月

にＳＤＧｓ未来都市に選定されたことを受け

て、１１月に八代市ＳＤＧｓ未来都市計画を策

定し、本市の２０３０年のあるべき姿を、持続

可能な人と企業に選ばれるまちと定め、取組を

進めているものでございます。 

 昨年度の主な事業としては、ＳＤＧｓ推進事

業委託としまして、今年１月に開催したＳＤＧ

ｓキックオフシンポジウムや、ＳＤＧｓロゴマ

ーク及び啓発グッズの作成、企業向けセミナー

の開催や職員向け研修などを実施しておりま

す。 

 決算額としましては１０２８万１０００円

で、ＳＤＧｓ推進事業委託９９０万２０００円

が主なものとなっております。 

 特定財源は、地方創生支援事業費補助金９８

６万４０００円と、地方創生アドバイザー事業

助成金１９万５０００円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、市域全体へのＳＤＧｓの理念の浸透を図

るためには引き続き、市民、企業・団体及び市

職員への意識啓発を行ってまいります。 

 ３０ページをお願いします。 

 下段の地域情報化事業では、八代市における
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地域の情報化の推進を目的として、市民が情報

化社会の恩恵を等しく享受できるよう、地域間

情報格差を解消するため、未整備地区における

光ブロードバンドを整備するとともに、誰もが

デジタル化の恩恵を受けられるよう、情報イン

フラとしての公共施設のＷｉ－Ｆｉ整備を推進

しております。 

 また、市民の利便性や事務効率化を図るた

め、県及び県内市町村で構成される熊本県電子

自治体共同運営協議会で導入したシステムを活

用し、地域情報化を推進しております。 

 決算額は３億２６９５万４０００円で、坂本

地区の光ブロードバンド整備に係る八代市光ブ

ロードバンド整備事業補助金３億８００万円、

コミュニティセンター１０か所に係る公共施設

Ｗｉ－Ｆｉ工事請負費１０１４万２０００円が

主なものでございます。 

 特定財源は、過疎対策事業債３億８００万

円、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金１０１４万２０００円でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、今後も市による事業実施を行ってまいり

ます。そのうち、公共施設のＷｉ－Ｆｉ整備に

ついては、令和５年度に坂本コミュニティセン

ター以外のコミュニティセンターへの整備を完

了する予定でございます。 

 次に、３１ページをお願いします。 

 上段のデジタル化推進事業では、本市のデジ

タル化を推進するため、八代市デジタル化推進

基本計画を策定し進捗管理を行っております。

また、デジタル技術を活用し、２４時間いつで

もどこでも利用できるデジタル市役所の構築に

必要な環境整備を行っております。 

 決算額は１０２８万７０００円で、システム

の使用料として、公共施設予約システム１１０

万１０００円、職員の情報共有ツールのＬｏＧ

ｏチャット５５４万４０００円、オンライン申

請ツールのＬｏＧｏフォーム９９万円及びＧｒ

ａｆｆｅｒスマート申請１４８万５０００円が

主なものでございます。 

 特定財源は、新型コロナウイルス感染症対応

地方創生臨時交付金１４８万５０００円でござ

います。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、行政のデジタル化を推進するため、内部

事務の自動化・効率化やオンライン申請システ

ムなどの導入により市役所内部の業務改善及び

市民の利便性向上を図ってまいります。 

 また、高齢者等デジタル機器の取扱いに不慣

れな方を対象にスマホ教室を開催するなど、デ

ジタル活用支援の取組を進めることとしており

ます。 

 下段の防犯灯設置事業でございますが、夜間

の犯罪を防止し、市民が安心して生活できる住

みよいまちづくりを推進するため、町内会等へ

の防犯灯設置補助金の交付などを行っておりま

す。 

 決算額は６１３万２０００円で、防犯灯設置

補助金５４９万９０００円が主なものとなりま

す。また、特定財源は、ふるさと八代元気づく

り応援基金繰入金でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、夜間の犯罪抑止を目的に防犯灯の

設置や維持管理を行う自治会等の取組をサポー

トし、市民が安心して暮らせる環境を引き続き

整備してまいります。 

 次に、３２ページをお願いします。 

 下段の生活交通確保維持事業では、地域住民

の公共交通手段を確保するために、路線バス、

乗合タクシーへの補助を行っております。令和

４年度は、八代市地域公共交通計画に基づい

て、路線バスと乗合タクシーの運行時刻の見直

しや停留所の設置など、利用者の利便性向上に

向けた取組を行っております。また、新型コロ

ナウイルス感染症対策として、タクシーチケッ

ト割引事業に対する補助や、すーぱーばんぺい
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ゆの乗車券購入補助を実施しております。 

 決算額は３億３１４０万８０００円で、乗合

タクシー運行事業補助金７６７３万円、地方バ

ス路線維持費補助金２億３７２８万１０００円

が主なものでございます。また、特定財源は、

国庫支出金の地域公共交通確保維持改善事業費

補助金８５３万９０００円や、新型コロナウイ

ルス感染症対応地方創生臨時交付金１５７１万

７０００円、県支出金の熊本県生活交通維持・

活性化総合交付金１８９１万３０００円が主な

ものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、本市における公共交通体系の持続

可能性を高めていくため、八代市地域公共交通

計画に基づき、引き続き公共交通の効率性と利

便性を向上させるとともに、状況に応じたサー

ビスの提供に努めてまいります。 

 次に、３３ページをお願いします。 

 上段の人権啓発推進事業ですが、様々な立場

の人が連携・協力し、人権教育、人権啓発の推

進組織である八代市人権問題啓発推進協議会及

び八代市と氷川町で構成する八代地域人権教育

のための推進会議を中心に、人権教育、人権啓

発を推進しているもので、広報誌しあわせの発

行や、人権子ども集会・フェスティバルなどの

イベントによる啓発を行っております。令和４

年度も、新型コロナウイルス蔓延防止の観点か

らホームページやオンラインなど様々なメディ

アを活用しながら啓発を行ってまいりました。 

 決算額は７６１万円で、八代市人権問題啓発

推進協議会交付金３８０万円と、八代地域人権

教育のための推進会議負担金１５０万円が主な

ものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、市民お一人お一人に人権意識が浸

透するように、家庭や地域、職場における研修

を促進し、人権文化に満ちあふれたふるさとづ

くりを目指すこととしております。 

 ３４ページをお願いします。 

 下段の青少年健全育成事業ですが、青少年指

導員延べ１４７１人が街頭指導を実施し、青少

年の非行及び被害の防止に取り組んでおりま

す。また、青少年指導員３人が、ヤングテレホ

ンやつしろによる、電話、面接、メール等で相

談を受け付け、アドバイスを行っております。 

 決算額は７７８万１０００円で、青少年指導

員謝礼３２０万円、青少年相談員報酬３１８万

４０００円が主なものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、これからも青少年の動向や社会環

境の変化を見極めながら、地域や関係機関・団

体等との連携を密にし、青少年の非行及び被害

の防止に取り組むこととしております。 

 次に、３５ページをお願いします。 

 上段のコミュニティセンター施設整備事業

は、市民の地域活動の拠点であるコミュニティ

センターの整備及び利用者の安全、利便性の向

上を図るもので、決算額は９８４３万７０００

円で、千丁コミュニティセンター照明器具取替

えほか５８件で９００万５０００円、麦島コミ

ュニティセンタートレーニングホール空調設置

工事設計業務委託で４５９万８０００円、二

見・八代・太田郷・東陽コミュニティセンター

のトイレ洋式化工事で９９０万６０００円、郡

築・松高コミュニティセンターの屋上防水等大

規模改修工事で６５８９万円、また、新型コロ

ナウイルス感染症対策分として、超音波噴霧器

レンタルで５７１万１０００円が主なものでご

ざいます。 

 特定財源は、地方債のコミュニティセンター

施設整備事業７５００万円で、緊急防災・減災

事業債及び合併特例債を充当しております。ま

た、国・県支出金として、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金が４１９万１０

００円及び新型コロナウイルス感染症対応総合

交付金が３２３万８０００円でございます。 
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 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としておりますが、多くのコミュニティセンタ

ーが築３０年以上を経過しているため、八代市

公共施設等総合管理計画及び八代市公共施設個

別施設計画等の方針に基づき、計画的に改修・

改築を進めていくこととしております。 

 ３６ページをお願いします。 

 上段の新庁舎建設事業は、新庁舎の建設工事

や関連する附帯工事等を実施したものでござい

ます。 

 決算額は２億６９５１万７０００円で、外構

工事２期では、関連の電気・機械警備設備と舗

装工事の３件合わせて１億５６００万７０００

円、付属建屋建設工事は６０５０万９０００

円、屋根付駐車場整備工事は２８６７万２００

０円、北側喫煙所整備工事は、その下の東側６

階を合わせて１２０６万８０００円、その他６

件は植栽工事など１０３３万６０００円、ま

た、業務委託では、付属建屋建設工事実施設計

業務１５９万５０００円などでございます。 

 特定財源でございますが、地方債の新庁舎施

設災害復旧事業が２億２６６０万円、新庁舎建

設事業が合併特例債で３８８０万円、また、そ

の他の特定財源として、新庁舎建設寄附金が１

１６万３０００円、総務管理費寄附金が１８０

万円でございます。 

 不用額６７７１万５０００円は、工事等の入

札残が主なものでございます。 

 今後の方向性としては、完了としており、令

和４年度に行った外構工事等の完了をもって新

庁舎建設に関連する全ての工事が完了したとこ

ろでございます。 

 次に、３７ページをお願いします。 

 下段の資産税賦課徴収事務事業では、固定資

産税の適正課税に向け、課税客体を正確に把握

し、固定資産評価基準に基づき価格を決定した

上で、所有者に対して納税通知書を発送して課

税を行っております。 

 決算額は４７５１万８０００円で、固定資産

土地鑑定評価業務委託の２３７４万７０００円

や、固定資産税納税通知書作成等業務委託６８

２万６０００円、固定資産地番現況図等作成業

務委託５６６万５０００円などが主なものでご

ざいます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、引き続き確実な課税客体及び納税義務者

の把握と未申告者の削減に向けた取組などを進

め、公平公正な課税に努めてまいります。ま

た、自治体のＤＸ推進については、国が進めて

いる自治体システム標準化・共通化の標準仕様

に基づき、より効率的・機能的な固定資産税シ

ステムの構築、導入を目指しております。 

 次に、３９ページをお願いします。 

 上段の番号制度導入事業では、マイナンバー

カードの交付や申請受付、更新業務などを行っ

ております。 

 決算額は７５４５万１０００円で、会計年度

任用職員の報酬や手当３０８２万円、マイナン

バーカードに関する郵便料９３８万２０００

円、現年分の一番下の行になりますが、熊本県

マイナンバーカード取得促進事業市町村負担金

５１３万７０００円が主なものでございます。 

 その下、繰越分、社会保障・税番号制度シス

テム整備委託４３５万６０００円は、転出・転

入手続ワンストップ化のためのシステム改修

が、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影

響により令和３年度内での完了が困難となり、

令和４年度へ繰り越し実施したものでございま

す。 

 特定財源は、国庫支出金のマイナンバーカー

ド交付事務費補助金５５３７万２０００円など

で、繰越分は社会保障・税番号新システム整備

費補助金でございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としております。今後も国によるマイナンバー

カード機能の一本化や利活用についてさらに進
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められていくことから、本市でも多くの市民の

方に交付ができるように取組を継続してまいり

ます。 

 ４０ページをお願いします。 

 上段の県議会議員選挙事業で、令和５年４月

９日の県議会議員選挙の事務を行っておりま

す。 

 決算額は１８４１万１０００円で、期日前投

票事務等に係る時間外勤務手当１５６万３００

０円、投票入場券・選挙公報等の郵便料５９７

万５０００円、選挙用ポスター掲示場作製・設

置・保守委託費６２１万３０００円、投票管理

システムサポート業務委託費１５２万６０００

円が主なものでございます。 

 なお、特定財源は、県議会議員選挙委託金１

３３０万１０００円の県支出金で、年度をまた

いでの選挙となったことから、一般財源の５１

１万円につきましては、令和５年度において入

金予定となっております。 

 不用額の４５４万５０００円は、時間外勤務

手当において、早い段階から準備作業に取りか

かるなど、事業の進捗管理を円滑に実施できた

ため、手当の縮減を図ることができたことなど

によるものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

とし、公職選挙法第５条に規定される事務であ

り、法定受託事務として市が管理を行うことと

なっており、ほかに委ねることができないとし

ております。 

 次は、大きく飛んで１８１ページをお願いし

ます。 

 款１２・諸支出金でございます。 

 上段の市有施設整備基金事業ですが、将来的

な市有施設整備費の財源として積立てを行い、

財政負担が大きくなることが見込まれる場合

に、基金を繰り入れることにより安定的な財政

運営を図るものでございます。 

 決算額７億１４９万６０００円は、令和４年

度の収支で黒字が見込まれたため、今後の新八

代駅周辺の開発や新たな工業団地整備の財源と

して７億円を積み立てたほか、利子１４９万６

０００円を積み立てたものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としております。令和４年度末の基金残高が約

１８億７０００万円となっており、今後も市有

施設整備の財源として有効活用を図ってまいり

ます。 

 次に、下段の減債基金事業でございますが、

大型事業で借り入れた起債の償還により大きく

なった財政負担を軽減するために、剰余金が見

込まれるときなどに基金を積み立て、将来の償

還財源として平準化を図るものでございます。 

 決算額１１億３８２０万円は、庁舎建設基金

を廃止したため、その残額１１億３５７５万９

０００円を積み立てたほか、利子２４４万１０

００円を積み立てたものでございます。 

 今後の方向性は、市による実施、現行どおり

としており、今後、環境センターや新庁舎建設

に係る起債償還が本格化していくため、これら

の償還に減債基金を活用し、財政負担の平準化

を図ってまいります。 

 １８２ページをお願いします。 

 上段のふるさと八代元気づくり応援基金事業

でございますが、ふるさと納税制度を利用して

寄せられた寄附金を基金に積み立て、誰もがい

きいきと暮らせるまちなど、基金の活用目的に

基づき実施する事業の財源の創出を目的として

おりまして、決算額８億１０６０万円は、積立

額の内訳として、事務費相当分などを除く寄附

額８億９３３万７０００円と利子１２６万３０

００円を積み立てたものでございます。 

 令和４年度末、基金現在高は、基金活用事業

４９事業分に７億６６７８万３０００円を取り

崩したものの、寄附金との相殺で、昨年度末よ

り４３８１万７０００円増加した１０億３１１

４万９０００円となっております。 
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 今後の方向性は、市による実施、規模拡充と

しており、寄附額の増加に伴い、活用金額も増

加傾向でございます。これは、返礼品の増加や

寄附者への活用事業ＰＲなどを充実させている

効果の現れと考えております。引き続き、市民

のニーズを踏まえ、幅広い事業の活用を図って

いきたいと考えております。 

 次に、主要施策に記載のない公債費と予備費

について、決算書に基づき説明いたします。資

料が変わりまして、一般会計決算書をお願いい

たします。 

 １９８、１９９ページの下段になります。款

１１・公債費を御覧ください。金額は１０００

円未満を切り捨てて御説明いたします。 

 ２００、２０１ページの上段へ続きまして、

目１・元金の決算額は６３億１１２２万５００

０円で、国の財政融資や、民間の金融機関など

から借り入れた長期債の償還元金でございま

す。 

 また、目２・利子の決算額は２億７７５３万

１０００円で、主なものは元金と同様に長期債

の償還利子でございます。 

 後に、２０２、２０３ページの款１３・予

備費でございます。 

 予算額２０００万円に対して、２０２ページ

の右から２列目の予備費支出及び流用増減です

が、予備費充用額は２２万円でございます。こ

れは、住民基本台帳事務におけるＤＶ等支援措

置に対する控訴審において、担当弁護士への訴

訟事務委託料に充用しております。 

 なお、本件は、原告の控訴棄却により、本市

の勝訴が確定しております。 

 続きまして、総務費の主な予算流用を説明い

たします。 

 ページを戻っていただきまして、１０６、１

０７ページをお願いします。 

 款２・総務費、項１・総務管理費、目４・財

産管理費の中で、備考欄の一番下、１４節より

１１節への流用４４万円と、次の１０８、１０

９ページにかかりまして、備考欄一番上、１４

節より１２節への流用１９３万２０００円は、

令和２年７月豪雨で被災した坂本支所庁舎を解

体した際に撤去した安定器にＰＣＢが含まれて

おり、その処分に伴い、委託料及び運搬費が必

要となったため流用したものでございます。 

 １つ飛んで、その下、２６節より１３節への

流用１０８万９０００円は、坂本支所において

リース会社が支払った坂本支所仮設庁舎の不動

産取得税を、市がリース料として支払う必要が

あったため流用したものでございます。 

 次に、１１４、１１５ページへ少し飛んで、

下段の項３・目１・戸籍住民基本台帳費の中

で、備考欄の下から４つ目、１０節より１２節

への流用３３万３０００円と、その下、１１節

より１２節への流用１２１万５０００円は、マ

イナンバーカード及びマイナポイントの申請並

びに交付の促進のため申請サポートの支援体制

を整えるための業務委託料が必要となったた

め、流用したものでございます。 

 その下、１２節への充用２２万円は、先ほど

説明しました予備費からの充用でございます。 

 その下、１３節より１１節への流用１１６万

９０００円は、マイナンバーカードの受け取り

で、当初の想定よりも郵便による受け取り希望

者が多く、その送付に係る郵便料が不足するこ

ととなったため流用したものでございます。 

 続いて、大きく飛びまして、２００、２０１

ページをお願いします。 

 款１２・諸支出金、項１・基金費につきまし

ては、目１・財政調整基金から、２０２、２０

３ページの目７・新型コロナウイルス感染症対

策基金まで、備考欄のそれぞれの流用は、一括

運用利子が当初の見込みより多かったことから

積立金が不足したため、流用したものでござい

ます。 

 以上、総務費、公債費、諸支出金、予備費の



 

－29－

関係分の説明とさせていただきます。御審議の

ほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について、一括して質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、主要な施

策の調書、２４ページ下段、説明されました並

行在来線経営分離対策事業のところなんですけ

れども、肥薩おれんじ鉄道運行支援対策事業補

助金なんですが、おれんじ鉄道のですね、赤字

の状況というか、ここ数年分、ちょっとお知ら

せいただければと思うんですけれども。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） 企画

政策課、田島です。よろしくお願いいたしま

す。 

 すいません、先ほどの質問というのは、補助

金額ということで、数年分の補助金額というこ

とで。 

○委員（野﨑伸也君） 予算で赤字とかのあ

れ、出ていますよね。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） 決算

額ですか。 

○委員（野﨑伸也君） 赤字どれぐらい出てい

ますよとかっていうのがありますよね。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） それ

では、赤字額でございます。 

 令和４年度が３億７８００万円、あと令和３

年度が６億７７００万円、その前、令和２年度

が１２億９３００万円、令和元年度がマイナス

１１億７６００万円ということで、近年、赤字

額については減少はしてきているというような

状況でございます。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、併せてな

んですけれども、八代市のほうでカバーしてい

る部分というところの利用区間というのがある

かと思うんですけれども、そこら辺の乗客数と

かという、そこら辺の数とかについては把握と

かっていうのはできているんでしょうか。推移

とかっていう。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） 八代

区間の乗客数というのはちょっと手元にはない

んですけれども、肥薩おれんじ鉄道線全体です

ね、全体の輸送人員につきましては、令和４年

度が９７万５０００人、令和３年度が９３万９

０００人、令和２年度が８０万４０００人。こ

の辺はコロナの影響がございますので、どうし

ても減っているというような状況です。令和元

年度、こちらはコロナ前ですけれども、こちら

が１０７万６０００人ということで、徐々に、

コロナ後ですね、令和４年度の利用者数のほう

は回復してきているというような状況でござい

ます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ありが

とうございました。 

○委員長（中村和美君） ほかはありません

か。 

○委員（山本敬晃君） 国際理解と外国人支援

事業についてなんですけども、こちらですね、

外国人市民の方とのですね、交流の創出とあり

ますが、外国人市民の方の要望といいますか、

そういったのを聞く機会だったり、そういうア

ンケートとかというのは何か取られたりとかし

ていますでしょうか。 

○国際課長（秋田大助君） こんにちは。国際

課の秋田でございます。よろしくお願いしま

す。 

 お住まいになっている外国人の方の御意見を

伺う機会ということでございますけれども、や

つしろ国際協会、山本委員も御存じだと思いま

すが、やつしろ国際協会のほうでですね、にほ

んご交流ひろばとか、そういう取組を定期的に

実施しておりますので、その中で確認をしたり

とか、あとは外国人の皆さんにですね、以前、

何年か前のことだったですか、すいません、ち
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ょっとうろ覚えなんですが、アンケートを実施

しておりますので、その中で意見を伺っている

というところでございます。 

 その中で、例えば、お住まいの方の御意見と

しては、地域とのつながりであったりですね、

そういうつながりを持っていきたいという御意

見があったところでございます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（山本敬晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、先ほどの

調書の３１ページ下段、防犯灯設置事業なんで

すけれども、かなり前からＬＥＤ化していって

いただいているというふうに認識しとるんです

けれども、その状況というのはどうでしょう、

もうそろそろ終わりに近づいているのか、まだ

まだ途中なのか。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） こんにちは。市民活動政

策課、長舩でございます。よろしくお願いしま

す。 

 委員お尋ねのＬＥＤ化の推進でございます

が、まず本事業、蛍光灯をですね、全て、公設

でやっておりますのは全部で２９２基で、これ

はもう全て取り替え済みでございます。 

 ただ、私設防犯灯、町内会等のほうが、これ

がまだまだ、全体数が８６００ぐらいあります

ので順次取替えということで、今ＬＥＤ化率が

５３.２％ということでございます。 

 以上、お答えとします。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございま

す。今のお話聞いて、大体半分ぐらいまでは行

ったのかなというようなことなんで、引き続き

ですね、補助のほう、よろしくお願いしたいと

思います。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

○委員（太田広則君） 今、野﨑委員の質問に

関連して、ソーラー防犯灯というのがあるかと

思うんですが、設置状況というのは分かります

か。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 市民活動政策課、長舩で

す。 

 ソーラー防犯灯に関しましては、一部、公設

のところでありますけども、町内のほうでは今

ございません。 

 いろいろ、ＬＥＤの方法としましてソーラー

というのも１つの案としては有効かなと思って

おりますので、いろいろ模索しながらやってお

ります。 

 以上、お答えとします。 

○委員（太田広則君） ありがとうございま

す。 

 それじゃ、同調書の１６ページのふるさと納

税事業について。ふるさと納税についてはです

ね、右肩上がりで、先ほどの基金の、公園づく

りの基金の話もありましたけども、今後の方向

性でちょっと気になったことが 近のニュース

で知ったものですから、確認させてください。 

 法改正、ルールが変わりまして、物産品代

で、産地表示をしなさいということで、八代市

が、ばんてニュース出たの、見られましたです

か。熊本県産で表示しなさいというふうにルー

ルが変わって、八代市が、Ａの５ランクの牛肉

だったでしょうか、九州産地で表示していた

ら、八代市は熊本産の牛肉に変えないといけな

いというのが表立ってニュースに出たんです

ね、全国ニュースに。それで、九州産地から熊

本県産地に変えたときの価格というか、その変

動というのはあるんだろうかなという、今後の

方向性として、分かりますか。 

○観光・クルーズ振興課長（髙田剛志君） こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）観
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光・クルーズ振興課、髙田でございます。 

 今年６月にですね、総務省から発出されまし

た通知によりますと、今、太田委員がおっしゃ

ったような産地の基準が今回変更になったとい

ったところでございます。米だとか肉だとか、

これについては同一都道府県内から取り寄せる

ものということになっておりまして、八代にお

いては熊本県産以外のところが数点ありまし

た。この案件につきましては私たちも既に前か

らですね、県を通じて知っておりまして、先

月、８月にはですね、事業者を呼んで勉強会等

を行いながら、そしたらどういう肉だったら大

丈夫かとか、そういう勉強会をしてきたところ

でございます。 

 方向性につきましては、しっかりですね、今

回の基準もございますが、全国から寄附者がで

すね、多く八代に寄附がいただけるような内容

を取り寄せて、牛肉だったり、またほかの産

品、これを広く取り寄せながらですね、安定的

な歳入の確保、また、特産品につきましても、

より多くの特産品を出しながら、しっかりとし

た地域貢献していきたいというふうに考えてお

りますので、産地基準についてもしっかりと今

後もですね、事業者と一緒に勉強していきたい

というふうに思っております。 

 以上でございます。 

○委員（太田広則君） すいません。価格が上

がるかどうかをちょっと聞いたっばってん。仕

入価格が上がるんじゃないかなって懸念してい

るんです。 

○観光・クルーズ振興課長（髙田剛志君） 価

格につきましてはですね、上がるところもござ

いますが、私たちは寄附額の設定額についても

ですね、例えば設定額１万円のところを１万２

０００円にするだとか、そういうことをしなが

らですね、しっかりと事業者が返品できるよう

な形でですね、設定もしていきたいというふう

に思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（太田広則君） 分かりました。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

○委員（谷川 登君） 確認ですが、今、マイ

ナンバーカードの推進ということで非常に事業

推進ということで取り組んでおられます。そう

いう中で進捗率あたりも６０％以上超えている

かなというふうに思っている中、将来的には保

険証がなくなってですね、マイナンバーに１つ

になってですね──なのかというような、私も

聞きますけれども、そういう中で出張、マイナ

ンバーの推進というようなことで各集会所とか

訪問しながらしている事業というようなこと

で、その辺についてのですね、ちょっと、出張

してからですね、どれぐらいの。具合はどうい

う進捗率というか、それをちょっとお聞きした

いんですが。 

 今、先ほどの説明の中でですね、岩瀬財務部

次長の中でですね、説明されて、進捗率がです

ね、６３％ぐらいということでお話を聞いてお

りましたけれども、その中でやはり、市報でも

載せておりますように、出張、マイナンバーの

推進ということで取り組んでおられますので、

その辺がどうかなと思いながら、ちょっと今、

質問したところでございます。 

○市民課長（山内真奈美君） こんにちは。市

民課の山内です。よろしくお願いいたします。 

 昨年度の実績といたしまして、出張申請の実

績ということでよろしかったでしょうか。 

 昨年度につきましてはですね、マイナンバー

カードの受付センターイオン八代、また、マイ

ナンバーカードのサテライトゆめタウン八代、

ありますけれども、こういったところが主にな

って出張申請のほうを行っております。 

 昨年度につきましては、国と共同で出張申請

を行いまして７８０名の方に、また、熊本県と
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共同でということで１３６７名の方に、また、

市民課独自ということで、職員向けが６６名、

コミセン等での地域の方が１８４９名、また、

企業・学校等の方々ということで２７７名の方

にしていただいております。 

 その結果、 終的に先ほどの３月３１日現在

の保有率というか交付率ですね、というのが６

４.５％という形になっております。 

 なお、先ほどおっしゃいました出張申請です

ね、こういったものについては昨年度は、団体

であったり地域であったり、また学校等、こう

いったところ、大きいところはある程度訪問さ

せていただいておりますが、今年に入りまして

から、やはりなかなかこちらにおいでになられ

ない方々もいらっしゃるだろうということで、

今年も、もちろん地域団体であったりとか、企

業等のほうも受け付けをしておりますが、それ

と併せまして高齢施設あたりも回っておりま

す。また、個人の方々の申請も受付は今年１０

月からスタートしておりますので、こういう小

さいところにもですね、出張申請のほうの幅を

広げております。 

 なお、企業等の受付あたりもずっと、地域の

申請等も受け付けておりましたので、 終的

に、現在一番新しい交付率、保有率といいます

けれども、こちらのほうが現在は７２％まで上

がっております。 

 出張申請で待つだけではなく、取りに行くと

いうのは今後もしばらくは続けていこうと思っ

ております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（谷川 登君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

○委員（太田広則君） 今の谷川委員の、関連

してお尋ねします。 

 イオンサテライトに４４１万円の出張申請費

がかかっていますが、これ、先ほど、７８０名

のうち、イオンだけでどのぐらいの申請を受け

られたか分かりますか。 

○市民課長（山内真奈美君） イオン八代店で

令和４年度中に受付を行った件数といたしまし

ては、２４１日間稼働しておりまして、受付件

数が１万３４９件となっております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（太田広則君） 先ほど山内課長のほう

から、ゆめタウンという話がありました。方向

性の中で、私、課長とやり取りしたんで分かっ

ていらっしゃるかと思いますが、今、ゆめタウ

ンのほうのマイナンバーカード受付の状況を見

て、市民の方から非常に苦情が上がっているの

が実情です。もったいないと。申請を受けてる

方を見たことがないということで。 

 イオンで４４１万円、ゆめタウンさんで、

今、幾らぐらい使用料かかっていますか。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○市民課長（山内真奈美君） お答えします。 

 現在は、ゆめタウン八代店のほうだけをお借

りして稼働しておる状態ですけれども、１か月

のゆめタウンの会場使用料は２８万８７５０円

となっております。それと、備品リース料等を

含めますと、月に約５０万程度を必要としてお

るという状況です。 

 以上です。 

○委員（太田広則君） 月５０万ぐらいかかる

ということは、年間６００万というふうになる

かと思うんですが、先ほど言いましたように、

イオンさんは１万３０００ぐらいあるわけです

ね。ですから、市民の声とすれば非常にゆめタ

ウンの、あえて件数は、もう予算と関係なくな

ってくるので聞きませんけれども、そういった

声、後でまた意見として言わせていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） ほか、質疑ありませ
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んか。 

○委員（野﨑伸也君） ３２ページ下段になり

ます。生活交通確保維持事業ということで説明

ありまして、地方バス路線維持費補助金という

ことで２億３０００万ぐらいですかね、上がっ

てるんですけれども、こちらの 近の推移とい

うのはどのような状況になっていますか。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） こち

らのバスの補助金でございますが、令和元年度

が２億１０４万８０００円、令和２年度が２億

７２１万４０００円、令和３年度が２億２６１

８万２０００円、令和４年度が２億３７２８万

１０００円ということで、年々増加してきてい

るというような状況でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 引き続きなんですけれ

ども、こちらに対して、補助金に対してです

よ、国庫支出金と県支出金のほうがあると思う

んですけれども、こちらのほうの推移というの

はどのようになっています。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） こち

らの国・県の支出金でございますけれども、こ

れは乗合タクシー、バス含めたところの国・県

の補助金となりますけれども、令和元年度が国

が１１２４万７０００円、令和２年度が１００

３万５０００円、令和３年度が７８３万６００

０円、令和４年度が８５３万９０００円。 

 続きまして、県の補助金でございますが、令

和元年度が１９２５万７０００円、令和２年度

が１８６２万９０００円、令和３年度が２１９

５万９０００円、令和４年度が１５３９万６０

００円。 

 以上となっております。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 一般財源使って、２億８６００万ぐらいので

すね、財源が令和４年度で出ているというよう

な話なんで、非常に大きい額だなというふうに

認識しています。それに対して、国・県のほう

がほぼ横ばいかなというような感じで思うんで

すけれども、ぜひこれ、前もですね、お話をし

たと思うんですけれども、ぜひ国・県に対して

ですね、地方の財政が厳しい中で路線維持して

いくっていうような補助金をですね、出してい

くっていうのは非常に厳しい状況がありますん

で、国・県のほうに対してですね、強くやっぱ

り要望するべきだというふうに思いますんで、

そういった要望活動のほうですね、ぜひ部長の

ほうですね、市長のほうにも伝えていただい

て、やっていただきたいというふうに思いま

す。 

 これは意見になります。すいません。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

○委員（山本敬晃君） 台湾基隆市友好交流事

業についてなんですけども、こちら、産業、経

済、スポーツですね、等、交流促進するという

ことですけども、これ何か八代市代表団派遣と

かもされていますけど、その中に経済団体だっ

たりとか、いろんな会社さん、企業さんとかも

行かれたりとか、もしくはあちらから来られた

りとかっていうのもあるんですか。 

○国際課長（秋田大助君） こんにちは。秋田

でございます。 

 山本委員お尋ねの経済団体の台湾基隆市との

往来についてでございますが、令和４年度にお

いてはですね、ちょうどコロナの時期でござい

ましたので往来は少なかったんですけども、９

月にですね、台湾、市政府の皆さんが八代市に

お越しになられたということです。 

 年明け２月には、市長が台湾の基隆市のほう

に行かれて、その際にあちらの民間企業のほう

を訪問したというところでございます。 

 経済団体との往来については、令和５年度４

月にですね、ロータリークラブ、台湾の基隆市

のロータリークラブの創立記念レセプションの

ほうに出席をしているというような状況でござ

います。 
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 今年度また、友好交流５周年でございますの

で、経済団体も含めまして市民使節団の往来

を、基隆市、八代市、それぞれ市民使節団を結

成して往来をしていくこととしております。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） 私も市民の方からです

ね、いろいろ御意見を伺う中で、皆さん御存じ

のＴＳＭＣ進出でですね、また市長も企業誘致

とか、そういったこともしっかり力を入れられ

ていると思うんですけども、こういった台湾、

基隆市含め交流されている中で、例えば企業誘

致につながったりとかですよ、もしくは八代の

企業さんとあちらの企業さんでビジネスマッチ

ングができたりとかという、そういった実績と

いうのは何かありますでしょうか。 

○国際課長（秋田大助君） 台湾との企業誘致

の実績というようなことでよろしかったでしょ

うか。 

 もう皆さん御存じのとおりですね、ＴＳＭＣ

の熊本県進出が現在話題になっておりますけど

も、少しでもその波及効果が八代市にももたら

されるようにですね、引き続き、物流であった

り人流の両面から台湾との様々な分野のです

ね、交流を進めていきたいというふうに考えて

おります。 

 しかしながら、今のところまだ、企業誘致に

つながるというような話は、まだ成果はです

ね、上がってきてない状況でございます。今

後、何か成果が上がるように、引き続き交流を

深めていきたいなと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

 ほか、ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、３５ペー

ジ上段になります。コミュニティセンター施設

整備事業、この主要な施策の概要という中に、

新型コロナウイルス感染症対策分ということ

で、超音波噴霧器というのがレンタルというこ

とで５７０万円というのが上がっていますけ

ど、これは令和５年度も引き続きだったんです

かね。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） 市民活動政策課、長舩で

ございます。 

 本年、令和５年度も引き続き行っておりま

す。 

 以上、お答えいたします。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、今、コロ

ナのですね、分類というのが変わったというの

もあって、５７０万円も使ってこれが必要なの

かどうかというふうに私は疑問なんですけど、

いかがでしょう。 

○市民活動政策課長（消費生活センター所長兼

務）（長舩征洋君） ５類にコロナのは変わっ

ておりますけども、引き続き各コミセンでです

ね、市民の安全・安心ということで、引き続き

今年度もやっていこうということで実施いたし

ております。 

 以上、お答えとします。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 来年度はまた、検討いただければというふう

に思います。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

○委員（山本敬晃君） 結婚活動応援事業につ

いてなんですけども、こちら本当に必要な事業

かなと思うんですけど、こちらで参加者の人数

とかもありますけど、これは八代市と芦北町と

氷川町でされていると思うんですけど、これは

何か、その参加者のほうにも、例えば職員の方

が参加されているとかっていうのもあるんです

か。市職員の方とか町の職員の方とかですね。 

○理事兼企画政策課長（田島功一郎君） 結婚

応援活動事業につきましては、これは市の職員
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は当然事務局として参加いたしますけれども、

市の職員がこちらの婚活事業に応募していると

か参加しているというわけではございません。

一般に募集をかけまして、応募をかけまして来

ていただくというような形をとっております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（太田広則君） すいません、久しぶり

にですね、総務委員会の決算に入らせていただ

きまして、各部長さんのですね、総括並びに決

意を聞かさせていただきました。すばらしい実

績がある、例えば総務企画部長からはですね、

業務時間、１５００時間の削減とかですね、本

当に前向きに部長さんが取り組もうとしている

ところまで聞かさせていただきました。 

 そうした中で、今日の熊日新聞にですね、た

またま各県内の市町村の経常収支比率と将来負

担比率が比較したのがございました。先ほど江

﨑監査委員にちょっとお聞きしましたところ、

全部経常収支比率が上がっているというのは国

のほうで大分絞ったということで、それも理解

したんですが、いずれにしても県内の他市町村

と比べると八代市は自慢できる数値ではないの

で、ぜひですね、財政の硬直化しておりますの

で、先ほどの部長の決意の下でですね、しっか

り取り組んでいただければなというふうに思い

ます。 

 それから、マイナンバーカードの出張申請に

ついては、あえてゆめタウンで今何件申請があ

るかっちゅうのは聞きませんでした。しっか

り、イオンのこの４４１万円の１万３６００人

という費用対効果を見ながらですね、市民の声

とすれば、ゆめタウンはもったいないという声

がありますので、どうかその辺をしっかり費用

対効果を見ながら取り組んでいただければなと

いうふうに意見を申しておきます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほか、意見はありま

せんか。 

○委員（野﨑伸也君） 今の、ちょっとすいま

せん、関連になりますけれども、私も太田委員

と一緒で、イオンはもちろん費用対効果は上が

っているんだなというのは分かったんですけど

も、おっしゃるとおり、もう１件のほうですよ

ね、そういったところで非常にお金使ってまで

どうかっていうのはありました。 

 というのも、マイナポイントですよね、の締

切りっていうのが今年度だったというのもあっ

て、今年度までは多分そういったところで設置

して取り組まなきゃいけなかったんだなという

ふうには思っていますけれども、そのマイナポ

イントのあれが終わってしまった後っていうの

はかなり鈍化していくんじゃないかなというふ

うに思うんですよね、申請とかっていうのもで

すね。先ほど課長も言われたように、自分たち

から行って取りに行くという話もあったんで、

非常にいいかなというふうには、取組としてで

すね、思いましたんで、ぜひ今後、来年度はで

すね、その出張所というか、そういうところに

お金をかけてまでやるというところについて

は、多分また検討されるというふうに思ってい

ますんで、ぜひ引き続きですね、利用者の方が

増えるように取り組んでいただければというふ

うに思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

○委員（谷川 登君） 結婚活動応援事業に関

してですが、芦北とか氷川町、八代市、連携し

てですね、今後ともですね、カップルができる

かできないか分かりませんけども、この結婚活

動応援事業については、本当に大変かと思いま
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すけれども、継続しながら今後とも取り組んで

いただければなと。特に中山間についても声を

かけていただければなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で、

第２款・総務費中、当委員会関係分及び第１１

款・公債費、第１２款・諸支出金、第１３款・

予備費についてを終了します。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後２時２２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時２４分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、第８款・消防費中、当委員会関係分に

ついて、総務企画部から説明願います。 

○総務企画部長（濱田浩介君） 皆さん、こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）総務

企画部の濱田でございます。よろしくお願いい

たします。 

 それでは、着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○総務企画部長（濱田浩介君） 第８款の消防

費につきまして総括をさせていただきます。 

 初めに、地域防災計画につきまして、避難所

や災害対応における男女共同参画の推進など、

国・県の策定する防災計画の見直しに伴い、整

合性が図られるよう修正を行うとともに、防災

行政情報通信システムの本格運用を開始したこ

とから、計画においても必要な修正を行ってお

ります。 

 次に、防災行政情報通信システムにつきまし

ては、新庁舎が完成した令和４年２月から全て

の機能を活用し災害対応に当たっております。

新庁舎には災害対策本部事務室を設け、各支所

及び消防本部とを結ぶテレビ会議システムや、

監視カメラの遠隔操作システム、気象観測装置

などをはじめとした防災気象関連機器を設置

し、各種災害に対応できる防災拠点としての体

制を構築、運用しております。 

 次に、避難所における住環境改善を図るた

め、令和７年度までの計画として、学校体育館

等へのエアコン設置など、地域の避難所として

の機能強化を進めております。令和４年度は、

市内６校のエアコン設置に向けた基本・実施設

計を行い、令和５年度に設置工事を行うことと

しております。 

 また、衛生環境の改善を図るため、地域から

の要望を受け、鮎帰社会教育センターに仮設の

多目的トイレを設置したところです。 

 今後も、避難所における住環境や衛生環境の

改善を目的とした資機材の整備など、安心・安

全を確保してまいります。 

 次に、八代市地域防災マップについてです

が、浸水想定区域や土砂災害警戒区域、避難所

の位置などをインターネットや冊子等で公開

し、市民の皆様に周知しております。 

 令和４年度は、インターネット版へのアクセ

スの際、情報漏えいを未然に防ぎ、安心して閲

覧いただけるよう、通信情報の暗号化も行って

おります。 

 次に、自主防災組織についてですが、令和５

年４月１日現在の本市における自主防災組織の

結成率は約８８％で、全国の自主防災組織の組

織率が８４.７％であることから、本市の取組

は進んでいるものと考えております。 

 また、校区単位での住民参加型防災訓練につ

きましては、植柳校区、郡築校区、代陽校区の

３校区で、救急救命訓練や初期消火訓練、避難

所開設訓練などを実施いたしました。 

 今後も、地域防災力の向上に向け、各地区の

特性に合わせた地区防災計画の策定に向けた取

組を進めてまいります。 
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 次に、地域の集会施設等を地域の住民自らが

開設・運営を行う自主運営避難所ですが、令和

４年度から中山間地を中心に取組を始め、まず

坂本地域において説明会を行い、５地区６施設

が登録されております。本年度は、泉、東陽地

区のほか、要望があった千丁地区での説明会を

行っております。 

 また、立地条件等により登録に至らなかった

場合でも、備蓄品などの物資供給が可能となる

よう制度の拡充を行いました。 

 次に、消防団の装備につきましては、消防庁

の基準に基づき計画的に整備を行っておりま

す。毎年計画的に配備を行っている消防車両や

小型動力ポンプ等の整備に加え、老朽化により

損傷が著しかった昭和明徴町の消防ポンプ積載

車格納庫の建て替え、また、地域からの要望を

受けて泉町に防火水槽を新設しております。 

 後に、令和４年度は、避難所の環境改善へ

の取組や各種訓練の実施、消防団装備品の調達

など、各事業において適切な対応ができたもの

と考えております。 

 以上、消防費の総括とさせていただきます。

詳細につきましては、総務企画部、豊田危機管

理監が説明いたします。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○総務企画部危機管理監（豊田正樹君） 皆さ

ん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り）総務企画部の豊田でございます。よろしく

お願いします。 

 恐れ入りますが、着座にて説明をさせていた

だきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○総務企画部危機管理監（豊田正樹君） 私の

ほうから、令和４年度八代市一般会計歳入歳出

決算における歳出の消防費関係分について説明

をさせていただきます。 

 それでは、令和４年度における主要な施策の

成果に関する調書その１の１１ページをお願い

いたします。 

 歳出決算の状況の上段の表イ、目的別の項目

８・消防費をお願いいたします。 

 列の中ほどでございますが、支出済額が２４

億５６１１万８０００円、執行率が９７.

３％、支出済額に対する構成比は３.６％、前

年度に比べ２億６１３１万５０００円、９.

６％の減となっております。これは、令和２年

７月豪雨の影響で繰り越しして実施いたしまし

た防災行政情報通信システムの整備が令和３年

度で完了したため、その経費が必要なくなった

ということが主な理由でございます。 

 それでは、個々の歳出の決算について、主な

ものを御説明いたします。 

 ページ、少し飛びまして、１４４ページをお

願いいたします。 

 上段の広域行政事務組合負担金事業ですが、

八代広域行政事務組合消防本部による消防活

動、救助活動の的確な実施と推進を図るととも

に、新開分署の建設に要するための負担金で、

決算額は２０億５２９８万７０００円です。 

 主な内容といたしまして、通常消防に係る負

担金１７億６８４４万５０００円、新開分署建

設に伴う負担金２億８４４６万９０００円でご

ざいます。 

 特定財源といたしまして、火薬類や液化石油

ガス等の各種届出の受理等に関する事務の権限

移譲に対する県支出金が合計で２３万７０００

円、地方債として広域行政事務組合負担金２億

６９４０万円、その他、特定財源として、平成

２８年熊本地震復興基金繰入金１５０６万９０

００円があります。 

 不用額の１３８８万５０００円は、負担金の

減額によるものです。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、消防力の向上に加え、令

和２年７月豪雨により被災した坂本分署の再建

に向け適切な負担金を計上するとともに、消防
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本部と消防団、その他の関係機関と災害時に対

応できる体制を整備してまいります。 

 次に、下段の消防団活動事業ですが、消防団

員の報酬や出動手当、共済費等で、消防団員の

処遇と福利厚生の確保を図るものです。 

 決算額は２億１８１０万円で、主な内容とい

たしましては、消防団員２２２４名の報酬８０

００万２０００円、退職報償金６４４６万８０

００円、出動時の費用弁償１００８万９０００

円、退職報奨金に係る掛金４８００万円などで

ございます。 

 特定財源として、消防団員退職報償金６４４

６万８０００円、消防団員福祉共済加入者に係

る事務費交付金１１万５０００円、消防団員等

公務災害補償費１２３万４０００円がありま

す。 

 不用額の１４３８万２０００円につきまして

は、消防団員の団員数が見込みより少なかった

ことによる報酬の執行残８９２万８０００円、

コロナ禍の影響により通常活動ができなかった

ことによります消防出動手当の執行残５１３万

１０００円が主なものでございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、消防団員の処遇改善に伴

う年額報酬や出動手当の引上げを行っており、

今後も消防団員が安心・安全に活動が実施でき

るよう取組を継続するとともに、令和６年度、

本市で開催されます熊本県消防操法大会を契機

とした消防団活動のＰＲ、加入促進を図ってま

いります。 

 次に、１４５ページをお願いいたします。 

 上段の消防団整備事業ですが、消防団活動に

欠かすことのできない資機材等の整備や維持管

理を行う事業でございます。 

 決算額は５８５１万円で、主な内容といたし

ましては備品購入費となりますが、消防車両と

小型動力ポンプ４７６５万２０００円、消防用

ホース１４８万４０００円、消防団員の新規準

活動服２２０万円などでございます。 

 特定財源の主なものとして、県支出金で、球

磨川水系防災・減災ソフト対策等補助金３１６

万２０００円、石油貯蔵施設立地対策等交付金

１３２０万５０００円、熊本県電源立地地域対

策交付金７６２万２０００円、地方債として消

防団整備事業費２６８０万円などがあります。 

 不用額の８９４万２０００円につきまして

は、備品購入費の消防車両と小型動力ポンプの

入札残４９６万７０００円、消防用ホースの入

札残３３万１０００円、消防団員の安全長靴及

び半長靴の入札残６３万８０００円が主なもの

でございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、安全で十分な活動を進め

るため必要となる資機材の整備、特に消防車両

及び小型動力ポンプ等につきましては、経過年

数や個体の状況を鑑みて適切な更新を行ってま

いります。 

 次に、１４６ページをお願いいたします。 

 上段の消防施設整備事業ですが、防火水槽や

消火栓、消防団車庫、屋外ホース格納庫など、

消防団活動のための環境を整備する事業でござ

います。 

 決算額は１７１４万６０００円で、主な内容

といたしましては、防火井戸・防火水槽工事１

２９万８０００円、消防団車庫工事２９８万６

０００円、防火水槽設置工事６５４万５０００

円、消防施設修繕１２０万３０００円、消火栓

の工事負担金で、水道局、生活環境事務組合な

ど、合わせて４７６万１０００円などでござい

ます。 

 特定財源といたしまして、地方債で、消防施

設整備事業の９４０万円があります。 

 不用額の４９９万５０００円は、消火栓工事

件数が少なかったことによる負担金の執行残１

９３万１０００円、消防備品購入の執行残１４

６万８０００円、防火井戸・防火水槽工事の入
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札残５７万８０００円が主なものです。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、防火水槽につきましては

年に１から２基、消火栓につきましては要望な

どを反映させながら整備を行い、安心できる居

住環境を目指し、引き続き防災・減災に努めて

まいります。 

 続きまして、下段の防災行政情報通信システ

ム管理運営事業は、効果的・効率的に災害対応

等を行うため、情報配信・災害時支援・映像表

示制御の３つのシステムで構成される防災行政

情報通信システムの適切な管理・運営を行うも

のです。 

 決算額は２００８万円で、内容といたしまし

ては、防災関係機器の電気料１８７万４０００

円、情報配信システム等の通信料３５２万１０

００円、防災行政情報通信システム運用保守業

務委託１１７７万円、自治公民館等防災無線撤

去業務委託２９１万５０００円でございます。 

 特定財源として、県支出金で、球磨川水系防

災・減災ソフト対策等補助金１２４万７０００

円、その他特定財源といたしまして、平成２８

年熊本地震復興基金繰入金２９１万５０００円

があります。 

 不用額の６１９万２０００円につきまして

は、防災行政情報通信システム運用保守業務

や、防災行政無線関係機器の撤収等に要した委

託料の執行残４２２万２０００円、防災関係機

器の故障がなかったことによります修繕料の執

行残１００万円、情報配信システム等の通信料

の執行残８３万４０００円が主なものでござい

ます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、災害時における市民等へ

の情報提供や被害情報などの収集・伝達等に本

システムは重要な役割を担っており、今後もシ

ステムの適切な管理・運営に努めてまいりま

す。 

 次に、１４７ページをお願いいたします。 

 上段の防災対策事業は、地域の防災力の向上

に向けて、災害に関する各種マニュアル等の見

直し、民間事業者等との協定の締結や自主防災

会の結成促進などを行う事業でございます。 

 決算額は９０５万８０００円で、主な内容と

いたしましては、衛星携帯電話等の電話料１８

１万円、ウェブ版ハザードマップ更新業務委託

１８７万円、緊急情報配信・呼集システム及び

Ｊアラートの保守点検業務委託が計１３８万４

０００円、職員用防災服の購入９６万５０００

円などでございます。 

 特定財源といたしまして、国庫支出金で、防

災・安全交付金９３万５０００円、県支出金

で、球磨川水系防災・減災ソフト対策等補助金

８０万１０００円、その他特定財源といたしま

して、企業版ふるさと納税寄附金１０万円、平

成２８年熊本地震復興基金繰入金２１８万１０

００円があります。 

 不用額の１０９万６０００円は、自主防災組

織に対します補助金申請が見込みより少なかっ

たことによる執行残４３万７０００円、ウェブ

版ハザードマップ更新業務委託の執行残１１万

円、災害時に使用します土のう、シラス等の購

入費用の執行残１４万９０００円が主なもので

ございます。 

 今後の方向性といたしまして、市による実

施、規模拡充とし、マイタイムラインや地区防

災計画の周知及び作成、避難所や各種防災機器

の適切な管理運営を実施するとともに、自主防

災組織の活動促進を図ってまいります。 

 加えて、避難所における入退室管理や健康状

態の把握などを、ＬＩＮＥやＱＲコードを活用

し、スムーズな避難所運営につながるスマート

避難所システムの構築を進めてまいります。 

 続きまして、１４８ページをお願いいたしま

す。 

 下段の災害時用備蓄資材整備事業でございま
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すが、これは、防災備蓄倉庫の設置及び備蓄品

を整備し災害時に備えるものです。 

 決算額は１３０６万９０００円で、主な内容

といたしましては、アルファ米、保存水など備

蓄用品の購入４９０万３０００円、坂本町に設

置いたしました防災備蓄倉庫の工事費８０８万

５０００円などでございます。 

 特定財源といたしまして、国庫支出金で、防

災・安全交付金３５３万円、県支出金で、球磨

川水系防災・減災ソフト対策補助金５０万４０

００円、その他特定財源として、平成２８年熊

本地震復興基金繰入金４５５万５０００円があ

ります。 

 不用額の３８４万円は、防災備蓄倉庫設置工

事の入札残３０１万５０００円、備蓄用品の購

入費用の執行残５９万７０００円が主なもので

ございます。 

 今後の方向性といたしましては、市による実

施、現行どおりとし、令和２年度から進めてま

いりました大型備蓄倉庫の設置につきまして

は、新たな新開消防署の敷地内に大型備蓄倉庫

の整備を進めるとともに、物資につきましても

計画的に備蓄を進めてまいります。 

 続きまして、１４９ページをお願いいたしま

す。 

 下段、避難所等設備整備事業でございます

が、これは、避難所における住環境の改善を図

るための冷暖房対策や、衛生環境の改善を図る

ためのトイレの改修など、避難所機能の強化を

図る事業でございます。 

 決算額は２６７６万３０００円で、内容とい

たしましては、学校体育施設６か所の空調設備

整備に係る基本・実施設計業務委託料２３４７

万４０００円、鮎帰社会教育センター仮設トイ

レ設置工事３２８万９０００円でございます。 

 特定財源として、地方債で、避難所等設備整

備事業１１８０万円、その他特定財源として、

平成２８年熊本地震復興基金繰入金３２８万９

０００円があります。 

 不用額の６３３万７０００円は、学校体育施

設空調設備整備に係る基本・実施設計業務委託

の入札残６３２万６０００円が主なものでござ

います。 

 今後の方向性としては、市による実施、規模

拡充とし、避難所機能の強化は、慣れない環境

での避難生活における肉体的・精神的負担を軽

減し、２次災害の抑制を図るために必要であ

り、今後も、停電対策や非常用トイレの整備な

ど、引き続き機能強化に取り組んでまいりま

す。 

 続きまして、別冊の令和４年度八代市一般会

計歳入歳出決算書により、消防費の主な流用に

ついて御説明をいたします。 

 決算書の１７４、１７５ページをお願いいた

します。 

 款８・消防費、項１・消防費、目２・非常備

消防費の中で、１７５ページ、右の備考欄の下

から２段目になりますが、８節・旅費から７

節・報償費への流用２８４万６０００円は、消

防団活動事業において、当初の見込みより消防

団の退職者が多かったため、退職報償金が不足

したことから流用し対応したものでございま

す。 

 次に、款８・消防費、項１・消防費、目３・

消防施設費の中で、備考欄の下段になります

が、１８節・負担金補助及び交付金から１４

節・工事請負費への流用１７０万８０００円

は、消防施設整備事業におきまして、防火井戸

の１か所で床板が損壊したことから、その回

復、及び民間敷地内に設置している防火水槽１

か所の撤去を早急に実施する必要が生じたこと

から流用し対応したものでございます。 

 以上、消防費の説明とさせていただきます。

御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 
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 質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、１４６ペ

ージの上だと思いますけれども、消防施設整備

事業ということで説明いただきまして、説明の

中でもですね、年々老朽化等によって要望事項

のほうがかなり増加傾向にありますよというよ

うな中で、なかなかですね、追いついていって

ない状況じゃないかなというふうに思っていま

す。その要望事項というのがどれぐらい上がっ

てきているのかということと、それに対して対

応できてる割合というのはどれぐらいあります

かというところでお聞かせください。 

○理事兼危機管理課長（増田智郁君） こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）危機管

理課、増田でございます。よろしくお願いいた

します。 

 消防施設の整備についての各地域からの要望

でございますが、私どもの課といたしましては

まず、消防団通じまして、いろんな予算の確保

もございますので、いろいろ要望等を聞いてい

るところでございます。 

 細かな数字につきましては、ちょっと今、手

持ちにございませんが、こちらの中であります

消火栓等々の故障ですとか、消防団の車庫です

とか、そういったところのですね、小さい修理

から、いろいろな修理事項が上がってきており

ますので、その場で適切に予算の範囲内で今、

現状としては整備のほうを進めているというよ

うなところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ぜひですね、要望、そ

れぞれにいろいろ分類されるんじゃないかなと

いうふうに思うんですけれども、ぜひその傾向

をですね、把握できるように数値化していって

いただいて、年々これだけ対応できているんだ

というようなところまでですね、言えるように

ですね、整理というか、拾い上げていってほし

いなというふうに思いますし、できればです

ね、規模拡充していただいて、それぞれの消防

団のですね、資機材も含めてなんですけれど

も、消防力強化にですね、努められるように、

ぜひ対応いただきたいなというふうに思いま

す。 

 今のは意見でお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

○委員（百田 隆君） 新開分署の、今回建設

されるわけですが、その負担金が先ほど言われ

ましたけれども、その負担金の根拠ですね、こ

れを教えていただけますと。そしてまた、全体

の費用はどれぐらいかかるのか、それだけ教え

てください。 

○理事兼危機管理課長（増田智郁君） 失礼し

ます。 

 新開分署の件でございますが、新開分署の設

計につきましては、必要な建物面積等々ござい

ますので、積算につきましてはですね、八代広

域のほうで積算をされて、危機管理課を通しま

して、営繕課なり関係部署と協議をして建設を

進めるという流れでございます。 

 負担金でございますけども、御承知のとおり

八代広域ということで、八代市と氷川町という

ことでですね、定めていらっしゃいますので、

ちょっとうちのほうでですね、率までのほうは

ちょっと把握はしていないところが正直なとこ

ろでございます。 

 建設費用につきましてもですね、今、実施設

計しまして、来年詰めていくような形になりま

すので、まだ総額のほうは上がってはきていな

いところです。 

 以上です。 

○委員（百田 隆君） 分かりました。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

 ほか、ありませんか。 

○委員（山本敬晃君） 災害時用備蓄資材整備

事業についてなんですけども、実際今ですね、
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どのぐらいの備蓄っていうのはされているの

か。食料だったり飲料水、また、簡易トイレだ

ったり段ボールベッドとかですね、そういった

資材が今どのぐらい備蓄というか、市のほうで

されているのかっていうのをちょっと教えてい

ただければと思います。 

○理事兼危機管理課長（増田智郁君） 失礼し

ます。 

 今お尋ねの現在の備蓄品の総量でございます

けども、令和５年の４月１日現在で、保存水で

ございますけども、まず保存水につきましては

ですね、３万５７１９リットルということで、

人数にいたしまして１万７８５９人分ございま

す。 

 それと、食料につきましては６万７７００食

ということで、食料につきましては２万２５６

６人分備えているところでございます。 

 ただいま、段ボールベッドのところでござい

ますが、段ボールベッドのほうはですね、９６

セットということで、備蓄のほうはいたしてい

るところでございます。 

 備蓄品につきましては、御承知のとおり、飲

料から、例えば食料、そのほか生活用品、その

他いろいろございますので、そちらのほうにつ

きましては計画的にそろえていきまして、今

回、新開分署のほうにもですね、備蓄倉庫を一

応設置する予定でございますので、大型の備蓄

倉庫というのを令和６年度まで４か所にかけて

各校区といいますか、各校区、今まであったん

ですが、それを大型のほうで取りまとめるとい

うことで、合計で４万５０００人分の備蓄に堪

えれるような形で整備を進めているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員（山本敬晃君） そうやってもう備蓄倉

庫がですね、どんどん拡充されていくというこ

とで、そういった食料品だったり飲料水、また

段ボールベッド、そういった備蓄品というのも

どんどん、備蓄のですね、数というのは増やさ

れていくという理解でよろしかったですか。 

○理事兼危機管理課長（増田智郁君） ただい

まお答えさせていただきましたのが、水だった

り、先ほどの段ボールベッドもございますけど

も、資機材もございます。 

 今、備蓄品につきましては、各コミュニティ

センター、もしくは公園等々に置いている部分

の総数をお答えしたような形でございまして、

御質問の、今回、資機材の整備事業として進め

ています新開分署内にする部分につきましては

ですね、主に水と食料のほうをですね、そちら

のほうには備蓄をしていくというような形にな

ろうかと思っているところです。 

 ですので、そのほかの、先ほどの段ボールベ

ッドですとか段ボールトイレとか、そういった

部分につきましてはですね、各コミセンとか、

いろんな公園とか置いておりますので、そちら

のほうを拡充といいますか、整備を進めていく

というような流れになります。 

 以上です。 

○委員（山本敬晃君） さっき 後の段ボール

ベッド等は拡充で。整備、拡充ということです

か。 

○理事兼危機管理課長（増田智郁君） 失礼い

たします。 

 先ほどの段ボールベッドにつきましてです

が、個数につきましては先ほど申し上げました

とおりでございまして、ですので、あとは使用

の頻度、そういったところを見ながらですね、

整備が必要であれば整備をしていくということ

でございます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほか、ございません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、今のちょ

っと関係になるんですけれども、豊田さんに、

ちょっと危機管理監に聞きたいんですけど、今
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度新しい新開分署のほうに備蓄倉庫というのを

整備していきますよという話だったんですけれ

ども、津波だったりとか浸水被害だったりとか

っていうのが新開あたりでは間違いなく起きな

いという想定での、そこに整備をするというよ

うな話でよろしいんですかね。確認なんですけ

ど。 

○総務企画部危機管理監（豊田正樹君） 浸水

しないように倉庫の造成といいますか、そのと

きにかさ上げをして、倉庫が要するに浸水しな

いような対応を図るというようなところでござ

います。 

○委員（野﨑伸也君） 確認なんですけど、ハ

ザードマップ等でいけば、そこら辺はやはり浸

水するような想定になっているんですか。いか

がですか。 

○理事兼危機管理課長（増田智郁君） ただい

ま御質問の新開分署のところでございますけど

も、あそこはＬⅡで５０センチ以下という。 

○委員（野﨑伸也君） 浸水被害。（理事兼危

機管理課長増田智郁君「はい」と呼ぶ）津波と

かじゃなくて。津波はない。 

○危機管理課主幹兼危機管理係長（小林和也

君） 危機管理係、小林と申します。よろしく

お願いいたします。 

 新開分署のところですけども、津波のです

ね、浸水被害は想定されるところでございま

す。八代市で起きますと、一番 高のところで

約２.７メーターというのが想定されてはおり

ます。（｢新開のほう」と呼ぶ者あり） 

 すいません、新開の細かいところまでは、す

いません、分からないんですけども、あの付近

で浸水は、津波のですね、想定はされていると

ころではございます。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ありが

とうございました。 

○委員長（中村和美君） ほか、ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（谷川 登君） 先ほど説明の中で、本

当に消防団員のですね、退職といいますか、か

なり人数が減って退職金額は増えている状況の

中でですね、本当に厳しい、加入もしなければ

なりませんけれども、できれば今後ですね、機

能別団員というのがありますので、ぜひこれを

推進しながらですね、八代市の皆さんのです

ね、人命を守っていただければなと。 

 この機能別というのは、退職者がですね、加

入してですね、出初め式には出なくてもいいん

ですけれども、いざその場に、出動して消火す

るとか、行方不明者を探すとか、そういった団

員でございますので、保険も利いておりますの

で、なかなか団員の加入ちゅうとが、本当に退

職者が多いもんですから、今後、機能別団員を

増やして、市民の財産を守ってほしいなという

ふうに思います。 

 意見ですけども、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほか、意見ありませ

んか。 

○委員（髙山正夫君） 避難所等設備整備事業

に関することなんですが、今年度からやっとで

すね、学校体育館に、基本・実施設計に入った

ということで今から工事に入っていくかと思い

ますけども、今年の夏で分かるようにですね、

もう相当酷暑の時代となっておりますので、事

業年が４年から令和７年とありますけども、少

しでも前倒しでですね、早めに、こういった工

事はやっていただければと要望しておきます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） ほかはありません

か。 
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（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第８６号・令和４年度八代市一般会計歳

入歳出決算中、当委員会関係分については、こ

れを認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後２時５９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時００分 本会） 

◎議案第９２号・令和４年度八代市ケーブルテ

レビ事業特別会計歳入歳出決算 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 次に、議案第９２号・令和４年度八代市ケー

ブルテレビ事業特別会計歳入歳出決算につい

て、執行部から説明願います。 

○総務企画部長（濱田浩介君） こんにちは。

引き続き、よろしくお願いいたします。 

 それでは、ケーブルテレビ事業特別会計につ

きまして、総括をさせていただきます。 

 着座にて説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○総務企画部長（濱田浩介君） 本市のケーブ

ルテレビ事業は、東陽・泉・坂本地域における

テレビ放送の難視聴対策及び地域間の情報格差

是正という本来の役割はもとより、地域におけ

る情報伝達手段としての役割も担っており、中

山間地域の方々にとって日常生活に密着した必

要不可欠なインフラとして、合併前後の平成１

６年度から平成１８年度にかけて整備されてお

ります。 

 開局以降、ケーブルテレビ事業の運営につき

ましては、サービスの維持向上を図りながら、

ＣＳ番組の統合や運用方法の変更を行い、経費

の削減に努めるなど、適正な経営に努めてまい

りました。 

 また、さらなる効率化のため、平成２８年度

以降、指定管理者制度を導入しており、公募の

結果、テレビやつしろ株式会社に委託を行って

おります。 

 また、当該地域では、令和元年度から光ブロ

ードバンド網の整備を開始し、東陽・泉地域に

おいては令和３年６月から、坂本地域において

は令和５年３月から、光回線を活用した民間に

よるインターネットサービスの提供が開始され

ました。この光回線を利用することにより、民

間放送事業者がテレビ放送サービスを提供する

ことが可能となりましたことから、今後は民間

放送事業者による光回線を利用した新たなテレ

ビ放送サービスに移行する計画としておりま

す。 

 以上、ケーブルテレビ事業特別会計の総括と

させていただきます。詳細につきましては、デ

ジタル推進課、田中課長から説明をいたしま

す。よろしくお願いいたします。 

○デジタル推進課長（田中博之君） デジタル

推進課の田中でございます。よろしくお願いい

たします。 

 失礼して、着座にて説明をさせていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○デジタル推進課長（田中博之君） それで

は、議案第９２号・令和４年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計歳入歳出決算について御説

明させていただきます。 

 資料のほうは、歳入につきましては八代市特

別会計歳入歳出決算書で、歳出につきましては

主に主要な施策の成果に関する調書（その２）

を用いて説明させていただきます。 

 ではまず、八代市特別会計歳入歳出決算書１

１２ページをお願いいたします。 

 まず、実質収支に関する調書でございます

が、歳入・歳出の決算額は、それぞれ総額４５
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９０万８０００円で、歳入・歳出の差引額はゼ

ロ円でございます。また、翌年度への繰り越し

すべき財源もゼロ円でございます。 

 次に、歳入の内容について御説明いたしま

す。 

 決算書の１０８ページと１０９ページをお願

いいたします。 

 なお、金額につきましては、１０９ページの

右から４列目の収入済額を、千円未満を切り捨

てて申し上げます。 

 款１・分担金及び負担金、項１・目１・分担

金、節１・ケーブルテレビ受益者分担金は、収

入済額ゼロ円、不納欠損額１２万円、収入未済

額はゼロ円でございます。 

 不納欠損につきましては、八代市債権管理条

例第１０条第１項第６号の消滅時効によるもの

が１名分になっております。 

 続きまして、款３・財産収入、項１・財産運

用収入、目１・財産貸付収入、節１・土地建物

貸付収入の６９万９０００円は、ケーブルテレ

ビの信号線である伝送路の貸付料でございまし

て、市所有の伝送路の空き芯を携帯電話基地局

で使用するため、携帯電話事業者に貸し付けて

いるものでございます。 

 次に、款４・繰入金、項１・目１・節１・一

般会計繰入金は、収入済額４５２０万８０００

円となっております。 

 続きまして、歳出について御説明いたしま

す。 

 別冊の令和４年度における主要な施策の成果

に関する調書（その２）の２０６ページをお願

いいたします。 

 ケーブルテレビ維持管理事業は、難視聴対策

としまして、坂本・東陽・泉の各センターから

伝送路の設備や、テレビ放送、インターネッ

ト、顧客情報管理などの運用・保守業務として

支出した経費などでございます。 

 決算額は３３９７万１０００円で、主なもの

としましては、テレビやつしろ株式会社への指

定管理者委託料２９７９万３０００円、ケーブ

ルテレビセンターＵＰＳ修繕２１１万６０００

円、光ケーブル張り替え修繕１１８万４０００

円でございます。 

 事業の今後の方向性につきましては、３、民

間実施としております。理由としましては、本

年３月の総務委員会所管事務調査で報告してお

ります八代市ケーブルテレビ事業の今後の方針

に基づきまして、本年２月に当該地域に整備を

完了しました光ブロードバンド回線を利用した

民間放送事業者による新放送サービスへ移行す

るためでございます。引き続き、民間でのサー

ビス移行完了まで、ケーブルテレビの施設、機

器の維持管理を適切に行い、安定的なサービス

提供に努めてまいります。 

 後に、公債費の状況について御説明いたし

ます。 

 特別会計決算書の１１０ページ、１１１ペー

ジをお願いいたします。 

 款２・公債費の支出済額は１１７６万５００

０円で、目１・元金が１１５５万３０００円、

目２・利子が２１万１０００円となっておりま

す。 

 公債費の主なものは、平成２６年度に実施し

たインターネット系の設備改修と、平成２７年

度の台風及び令和２年７月豪雨により被害を受

けた設備の復旧費用分となっております。 

 なお、令和４年度末における起債残高は８４

２１万３０００円となっております。 

 以上、令和４年度八代市ケーブルテレビ事業

特別会計歳入歳出決算の説明とさせていただき

ます。御審議のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（中村和美君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（中村和美君） それでは、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第９２号・令和４年度八代市ケーブルテ

レビ事業特別会計歳入歳出決算については、こ

れを認定するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 執行部は御退出ください。 

（執行部 退席） 

○委員長（中村和美君） 以上で、付託されま

した案件の審査は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は委員長に御一任願いたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって総務委員会を散会いたします。 

（午後３時０９分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和５年１０月１６日 

総務委員会 

委 員 長 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 15%)
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


